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はじめに

志木市教育委員会

教育長秋山太蔵

志木市は、埼玉県の南東部に位置し、市域の地形は、大略、洪積台地と荒111

の形成した沖積低地からなります。この台地は武蔵野台地の北東の先端部にあ

たり 、その縁辺には埋蔵文化財の包蔵地が少なからず存在し、また、沖積低地

にも徐々にではありますが発見されつつあります。

ところで、当市は都心から 25kmという距離にあるため、住宅建設をはじめと

する各種の開発行為が多く行われてき ています。このことは必然的に埋蔵文化

財包蔵地に大きな影響を与えることになり、これを保存してゆくことは文化財

保護行政を行っていく うえで、重要な課題とな ってきています。

教育委員会では、かかる各種開発行為に伴う埋蔵文化財包蔵地の保存に関し

ては、主に発掘調査による記録保存の処置を取る ことによって対処しています。

しかし、事業者が個人であって、その者が専用に用いる住宅の建設などは、発

掘調査の費用負担などについて、困難な問題がありました。そのため、昭和62

年度からは国庫及び県費の補助金の交付を受けて調査を進めております。

昭和63年度は、確認調査 ・発掘調査を併せ、14ヵ所の地点で行い、当市で初

めての方形周溝墓の検出など、多大な成果をあげることができました。本書は

その記録を掲載した報告書ですが、郷土の歴史を知るために活用して頂ければ

望外の喜びです。

最後になりますが、調査及び本書の刊行にあたり 、文化庁・埼玉県教育委員

会ならびに地元の方々 には多くのご指導・ご援助を賜りました。 深く感謝する

次第です。



例 三
口

1.本書は、埼玉県志木市内に所在する志木市遺跡群の昭和63年度の発掘調査報告書である� O

2 発掘調査は、 志木市教育委員会が主体者となり、 国庫及び県費の補助金の交付 を受け、昭和63

年 4月7日より平成元年 3月31日まで実施した。� 

3.本書の作成は志木市教育委員会が行い、編集は尾形則敏が担当した。 また、 執筆は下記のよう

に分担した。


第� 1章、第� 2章第� 2節、第� 3章、 第� 5章第� 2節 佐々木保俊 


第� 2章第� 1・3・4・5節、第� 4章、第� 5章第� 1・3節、第� 6章� 尾形則敏


4.挿図版の作成は執筆者が行ったが、内野美津江・金野照子 ・深井恵子の協力を得た� O 

5. 本書の遺構・遺物の挿図版の指示は、以下のとおりである� O

O挿図版の縮尺は、 それぞれに明記 した。� 

0遺構挿図版中の水糸レベルは、 海抜標高を示す。 また、� ピy 卜・掘 り込み内の数値は、床面も

しくは確認面からの深さを示 し、 単住は� cmである� O

O遺構挿図版中のド ットは遺物出土位置を示 し、� その番号は遺物挿図版中の遺物番号と 一致する O 

O遺構の略記号は、 以下の とお りである。
 

J=縄文時代住居跡� y=弥生時代末葉~古墳時代初頭住居跡
 

H=古墳時代・ 平安時代住居跡 D=土坑 
  

6. 調査組織� 

調査主体者	 志木市教育委員会

教� 育 長 秋山太蔵

事務局次長 大西 ~L. 

社会教育課長 白砂正明

社会教育係長� 山中政市
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第 1章 昭和63年度調査成果の概要

第 1節調査に至る経過

志木市は埼玉県の南東部に位置し、その地形は、大略、北東部は荒川 (旧入間川)が形成した荒

川低地、 北西部が柳瀬川が開析した低地と なり、南部はそれらの低地に狭まれるように舌状に突出

した台地とな る。 この台地は武蔵野台地の先端部にあたり、市域の遺跡の大部分は台地縁辺部に存

在する O

志木市は、首都圏に 25kmという近距離に位置し、交通の便も比較的よいため、昭和 40年前後から

急激に人口増加が始まり、ベッドタウン化してきた。この ことは、当然の ことと して、 各種開発行

為の増大を まねいてき た O 現在、 その現象は以前ほどではな いが、それでも住宅建設を中心とした

開発行為は少なくなし これが埋蔵文化財包蔵地におよぶこと も多々 あり、 これを保護 ・保存して

ゆく ことが、文化財行政の上で重要な課題となっているが、 これに対しては主に記録保存という処

置によって対応 している。

さて、 当市における開発行為、特に住宅建設については小規模なものが多いが、その中で開発当

事者が個人で、その個人が専用に使用する住宅の建設についての記録保存の実施には、費用の負担

など困難な点が多々あった。また、最近、人口増加が始まった頃に建設された個人住宅の建替えも

番 下Eコ7 遺 跡 名 所 在 1也 面積(ば  ) 

1 西原大塚遺跡第 8地点 志木市幸町 3丁目 3122・3130 1227.00 

2 因子 山遺跡第  l地点 本町 2丁目 1698-22 80.41 

3 新 邸遺跡第  3地点 柏町 5丁目 3003-1 380.00 

4 城山 遺 跡 第  5地点、 柏町 3丁目 2627-3 125.00 

5 中里子遺跡第  7地 点 柏町 2丁目 1209-2 250.00 

6 中野遺跡第  8地 点 柏町 2丁目 1209-1 388.05 

7 中道 遺 跡第  8地点 柏町 5丁目 2950-6 53.82 

8 因子山遺跡第  2地点 本町 2丁目 1727-5 62.41 

9 西原大塚遺跡第 9地点 幸町 3丁目 3133-6 75.86 

10 西原大塚遺跡第 10地点 幸町 3丁目 3124-4 80.51 

11 中 野遺 跡 第 9地点 柏町 1丁目 1515-18 150.68 

12 因子 山遺跡第 3地点 本町 2丁目 1691-13 84.70 

13 中野遺跡第  10地点 柏町 l丁目 1428-1 258.00 

14 中 道 遺 跡第  9地点 柏町 5丁目 2925-2 243.45 

l口入 計 3459.89 

(第 l図の番号と一致)
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多くな ってきてお り、 これについて も対処 してゆ く必要がでできている。そのため、昭和 62年度か

らは国 ・県よりの補助金の交付を受け、 これに対応 してゆ くことにし た。なお、昭和 63年度は試掘

調査も含めて以下に示した 14地点の調査を実施した。

第 2節 調査成果の概要
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第 後述。 63委保記第 2-30690 

後述。 63委保記第 2-3845。

地 試掘調査。 

6. 中野遺跡第 8地点 試掘調査。 

7. 

8. 

中道遺跡、第 8地点 試掘調査。 

因子山遺跡第 2地点  試掘調査。

9.西原大塚遺跡第  9地点 後述。 63委保記第 2-59150 

10. 西原大塚遺跡第10地点 後述。 63委保記第 2-63150 

11.中野遺跡第 9地点 後述。 63委保記第 2-6820。 

2.1

13. 

因子山遺跡第 3地点  試掘調査。

中里子遺跡第 10地点、 試掘調査。

14. 中道遺跡第 9地点  試掘調査。
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第2章西原大塚遺跡第� 8地点の調査

第� 1節遺跡の概要� 

(1)立地と環境

西原大塚遺跡は、志木市の南西端部に位置 し、北西に柳瀬川を臨む台地上にあ る。標高は北端で

約14m、南端で、約� 18mを測 り、南へ行く につれてゆるやかに標高が高くなっ てい る。これは志木市

が東京都青梅市付近を扇I頁に扇状地として形成された武蔵野台地の東端で、最も低い所に位置する

ためである。

本遺跡の第� l回目の発掘調査は、昭和� 48年に実施され、以後の調査で縄文時代中期、弥生時代末

葉~古墳時代初頭期の集落跡であることが知られている(谷井 ・宮里子他� 1975、志木市史編さん室� 

1984、佐々木 ・尾形� 1985・1987・1989)。� 

(2)発掘調査の経過

発掘調査は、昭和� 62年4月7日から開始 した。なお、本地点の調査は前年度� 3月16日から継続し

て行われた もので、前年度報告できなかった分も含め、今年度に一括して掲載する。

本地点の場合、ある程度の遺構・遺物の検出が予想、されていたので、 トレンチによる試掘調査を

第2図周辺の地形と調査地点(1� /5000) 
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行わず、当初より 調査区を全掘す ることにした。また、排土置 き場及び植木� (A列と� B列の境に柿

の木が植 わってい る) の関係から調査区を南半部・北半部・西半部� (A列) と大体三分割 し、最初

に南半部か ら調査を始め、北半部に排土を置くこと にした。

表土剥ぎは、パッ クホーの他に ショベルカー を使用 し、並行し て遺構確認作業を行った。その結

果 、 南半部から は弥生時代末葉から古墳時代初頭にかけての住居跡 4 軒 ( 1l ~ 14Y) と縄文時代の

ものと思われる土坑数基が検出 された。� 

4月25・26日には、西半部� (A列) の表土剥ぎと同時に南半部の埋め戻しを行 う。西半部からは

縄文時代中期の住居跡� 1軒、土坑� 2基、 弥生時代末葉から古墳時代初頭にかけての住居跡� 4軒が検

出された。� 

5月26・27・30日には、北半部 に盛った排土を西半部� (A列)� と南半部に埋め戻し 、同時に北半� 

¥× 

。18D 

62年度調査区

省自� 

63年度調査区� 

34D ノ戸、� i、
/俗 、

e;， @ ¥ 

I@ 2.1¥' 

@¥((i)。ノ
洋司5D

益さ� ==6:::_ -
C訟7D� 

A 亡
10. 

第� 3図 遺構分布図� 0/300)
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部の表土剥ぎを行っ た。 遺構の確認作業は� 6月� 6日から行われた� その結果、縄文時代のものと思O

われる土坑数基、弥生時代末葉から古墳時代初頭にかけての住居跡� 4軒、そ して市内では初めての

検出例である方形周溝墓が� 1基確認 された。

以上の調査から本地点では、縄文時代中期の住居跡� 1軒・ 士坑約20基、弥生時代末葉から古墳時

代初頭にかけての住居跡13軒・掘立柱建築遺構� 1棟・ 方形周溝墓� l基、平安時代の住居跡� 3軒が検

出され、すべての遺構の精査は8月4日に終了 した。� 

8月6日には、重機による埋め戻し を完了、調査を終了した。� 

第� 2節 縄文時代の遺構と遺物

(1)住居跡 

11号住居跡(第� 4図)

〔位置) (A-2) G。

〔住居構造〕弥生時代15号住居跡に切ら れる。� (平面形)円形に近い五角形。(規模)� 6.2 x 6.1 

mo 壁高)耕作によ る撹乱が著し く、遺存状態は不良で、あ る。北壁・東壁で、10cm前後、南壁で30 

cm前後、西壁で 20cm前後 を ìJl I卜る 。 (壁溝) 幅 10~ 1 5cm、深さ 5 ~ 13cm を測り 、 ほぽ全周する 。 (床

面) 全面よく踏み固められている。住居南半では、壁から� 60cm前後内側に入っ た部分が僅かで、はあ

るが段差をもっ。 また、南壁下には半楕円形状の窪みがみられる。� (炉跡)住居中央から僅かに北

に偏って位置し、� 125x 100 cmの不整楕円形の掘り込み をもっ埋空炉である。炉体土器は� 2個あり、

前後関係が認められ、� BがAを切る。Aは深さ� 25cmの掘 り込みをもち、 キャリバー形の深鉢形土器

の上半部を埋設する o 1層はローム粒子 ・焼上粒子 ・炭化物粒子を含む暗褐色士、� 2層はローム粒

子を多く、焼土粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗黄褐色土。� 3層は焼士と なるo Bは深 さ35cmの掘

り込みをもち、曽利式系統の深鉢形土器の上半部を埋設する� o 4層はローム粒子を多く、 ローム小

ブロック・焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土。� 5層は焼土粒子を多く 、ローム粒子を

含む暗褐色土。� 3層は焼土と なる。 炉上面には、石皿・磨石の破片や礁が散布するが、石固いとい

うほどの規則性はな い。� (柱穴)各コーナ一部に位置する5本が主柱穴となろう 。ま た、各柱穴の

内側にもそれぞれ対応するよ うに柱穴が検出さ れたが、これら は上面がロームにより貼られていた。

なお、南壁下にも浅めのピットが� I本みら れる が、これは半楕円形の窪みと一体となっ て入口施設

を形成するのかもしれな い。 (覆土)上層は暗茶褐色土、下層は明茶褐色土を基調とし、自然堆積

状態を呈する� O

〔遺物〕土器は炉体土器以外は、大部分が破片で量的にも少なかった O なお、南壁際の覆土中から

黒耀石砕片が多量に出土 した。� 

式期。En 1]〔時期〕加曽平

〔所見J2個検出された炉体土器に前後差があること、主柱穴の移動があ るこ とから 、住居の拡張

が考えられる。住居南半の床面の段差は、拡張前の住居の壁の痕跡と考えら れょうか。 また、炉体

土器として使用された土器が、それぞ、れ異系統の土器である点は注目さ れる。
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11号住居跡出土遺物(第� 5-7図)� 

1は炉体土器Aとして埋設さ れた土器。口縁部が内湾し頚部が外屈する キャリバー状を呈する。

被熱のため器面の剥落が著しく不明な点があるが、口縁部文様帯は隆帯を半楕円形状に貼付しで� 4

単位に区画する。区画内には沈線による渦巻文、縦位の沈線を充填し た楕円形文な どが施される。

胴部は条線を地文とし、 2~3 本の沈線を一組と した連弧文風の文様が器面を巡る。咲畑式系統と

いわれる土器であろうか。� 

2は炉体土器Bとして埋設さ れた土器。頭部が僅かに外反 し、 口縁部は内湾する。 本土器も被熱

による器面の剥落が著しい。頚部に蛇行する隆帯を巡らせ口縁部と胴部を区画する。口縁部の文様

は縦位の集合する沈線を地文とし、蛇行する隆帯を19本垂下する。この隆帯聞に� 5ヵ所やはり蛇行

する短い隆帯を口縁から垂下する部分があるが、規則性はなさそうである。口唇端部は沈線で、加飾

される。胴部はLRの単節斜縄文を地文と し、蛇行する隆帯を16本垂下し、その聞は、� lヵ所が横

位・縦位の隆帯が貼付され、 1ヵ所が無加飾で、他は縦位の短い隆帯が貼付される。曽利式系統の

土器である。� 

3は口縁部が単純に直線的に聞 くが、胴部は破損した部分で僅かに屈曲し そう であ る。口唇部下

に狭い無文部をもち、以下Lの撚糸文が施される。� 

4 ~14は中期前半の土器。 4 は結節沈線文を平行に巡ら し その聞に結節沈線文を斜位に充填す

る。口唇端部には押捺が加 えられる。� 5は中央に窪みをもっ惰円形の突起が付けられる。突起の外

周には押捺が連続しで加えられ、内周は竹管状施文具による結節沈線文が市i包される。� 6は口縁から

凹凸のある隆帯が垂下し、そ の横には� 2条の結節沈線文が弧状に施される。おそら く惰円形の区画

文となろう。� 7は結節沈線文が連弧状に施される。� 8は突出 した口縁から隆帯が垂下する。� 9は隆

帯とそれに沿う結節沈線文がみ られる。� 10は結節沈線文を波状に巡らす。� 11は隆帯による長楕円形

の区画がなされ、それに沿ってキャ タピラ文が施される� 区画内には波状沈線文や連続刺突文が充O

填される。� 12は口唇部下に結節沈線文を巡らせ、以下は結節沈線文を斜位に集合して施される。胎

土中には雲母を含む。� 13は刻みが加えられた隆帯が巡り、沈線による区画内には縦位の結節沈線文

が充填される。14は刻みが加え られた隆帯が曲線的に貼付される。� 15は隆帯によ る長惰円形の区画

内に縦住の集合する沈線が充壊される。� 

16~19 ・ 21~24は中期後半の土器。 16は口唇部下に 3 条の沈線が巡り、以下 R の撚糸文カヲ包され

る。� 17は口唇部下に回線が巡り、以下RLの単節斜縄文が施される。� 18はRLRの複節斜縄文が鴻

される。� 19は条線を地文と し、 口唇部下に丸棒状施文具の押し引きによる連続刺突文が 2条、沈線

が1条巡る。21は条線を地文と し、沈線により曲線的な文様が描かれる。� 22は微隆起帯が巡り、お

そらく� rnJ字状になると忠われる区画内は条線が施されている。� 23・24は連弧文系統の土器で、

地文は条線。� 

20・25は曽利式系統の土器。� 20はおそらく弧状に沈線が施されるものと思われる。� 25は「く」字

状に屈曲する頚部に� 3条の沈線と蛇行する隆帯が巡り 、口縁部と胴部を区画する。口縁部には重弧

文が施され、蛇行する隆帯が垂下す る。内面は口唇部下に斜位の集合する沈線が施され、隆帯が巡

る。胴部には集合する沈線が垂下されるらししミ。
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第 5図 11号住居跡出土遺物 1 0/4) 

26 ~ 28は打製石斧。 

26は援形に近い形状を呈する完形品である。喋面を残す横長の剥片 を素材とし、表面では図左上

の節理面の部分を除 き周縁に比較的組く加工を施す。裏面はほぼ全周に加工を加えるが、刃部に比

べて側縁の加工が密である。刃部は円刃状を呈する。両側縁には敵打痕がみられる。粘板岩製で、

重量は 1309 0 

27は擁形を呈する。基部に一部欠損部分があるが、ほぼ完形である。横長の剥片を使用し 、表裏

面とも図左側縁に細かな加工を施すが、刃部には比較的粗い加工が加 えられている。刃部は円刃状

を呈する。 横断面が長方形で、 表面 と側面に喋面を残 している ことから、 角離を素材に したものと

思われる。スレート製で、重量は 92.79 0 

28は刃部側ほぽ  1/2を欠損するが、 短冊形を呈するものと思われる。おそら く縦長の剥片を素材

としているのだ ろう 。表面は基部側に喋面を残 し、周縁に加工を施す。 裏面は周縁に比較的密な、

器面には組い加工が施される。両側縁には敵打痕が顕著にみら れる O 粘板岩製で、重量は 849 0 

( 2 )土坑 

15号土坑(第 8図)


〔位置J(D-l) G
 o 

〔構造J16号土坑と重複するが、前後関係は確認できなかった。(平面形) 長方形。(規模) 103 

x 58cmo 深さ) 10cm前後を測る。(長軸方位) N -53' -E 。坑底は平坦であるが、東側が坑底

から 15cm前後ピッ ト状に窪む。壁の立ち上がり は急斜である o (覆土)焼土粒子 ・炭化物粒子を

僅かに含む暗茶褐色土の単一土層である。

〔遺物〕なし。

〔時期〕不明。覆土の状態か ら縄文時代のものと考えら れる。
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こコ
二〉C
ぐコ
 100m 

第� 7図� 11号住居跡出土遺物� 3 (1/3) 

16号土坑(第� 8図)

〔位置J (D~1) Go 

〔構造J15号士坑と重複する が、前後関係は確認できなかった。(平面形)情円形。 (規模) 95x 

75cmo 深さ)� 25cmo (長軸方位)� N ~280 ~W。 坑底は平坦で、壁は60度前後の角度で立 ち上が

る。� (覆土)暗茶褐色土の単一土層であ る。

〔遺物〕なし。

〔時期〕 不明。覆土の状態か ら縄文時代のものと考えられる。� 

17号土坑(第� 8図)

〔位置J (D ~ 2) Go 

〔構造J (平面形) 卵形状を呈する� o (規模) 110 x 65cmo 深 さ)� 20cm前後を測る。(長軸方位) 

N~220 ~ E。坑底は平坦であるが、北側に坑底から� 40cmの深さを測るピットがうがたれている。

壁は� 60度前後の角度で立ち上がる。(覆土) ローム粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色士の単

一土層である。

〔遺物〕な し。


〔時期〕不明。覆土の状態から縄文時代のもの と考えられる。
 

18号土坑(第� 8図)

〔位置J (C ~ 2) G 。

〔構造J(平面形)楕円形。 (規模) 110 x 80cmo (深 さ) 15cm前後を測る。 (長軸方位) E ~W o 

坑底はほぼ平坦で、壁は比較的ゆるやかに立ち上がる。� (覆土)ローム粒子 ・炭化物粒子を僅かに

含む暗茶褐色土の単一土層である� O

〔遺物〕なし。


〔時期〕不明。覆土の状態から縄文時代のもの と考えられる。
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19号土坑(第� 8図)


〔位置J(B -3) G 。


〔構造J(平面形)隅丸方形。(規模) 115 x105cmo (深さ) 25cm前後を測る。(長軸方位)� ~ 


480 -E。坑底は平坦でト、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(覆土)ローム粒子を多く 、炭化物粒子を

僅かに含む暗茶褐色土の単一土層である。

〔遺物〕土器片が僅かに出土した。

〔時期〕中期中葉か。� 

19号土坑出土遺物(第� 9図� 1・2) 

lは隆帯の両側にキャタピラ文が施された土器。� 2は波状沈線文が施された土器で、胎土中には

雲母が含まれる。� 

20号土坑(第� 8図)


〔位置J(B-3) G 。


〔構造J(平面形)楕円形。(規模) 143 x106 cmo (深さ) 35cm前後を測る。 (長軸方位) N 


700 -E 。坑底は平坦で、壁は急斜に立ち上がる。(覆土)上層はローム粒子を多く、炭化物粒子

を僅かに含む明茶褐色士、下層はローム粒子・炭化物粒子を多く、焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色

土である。

〔遺物〕な し。


〔時期〕不明。覆土の状態から縄文時代のものと考えられる。
 

21号土杭(第� 8図)

〔位置J(B-2) G 。

〔構造〕弥生時代� 11号住居跡に切られる。(平面形)長楕円形。 (規模)� 70x 25cmo (深さ) 10cm 

0前後を測 り、断面皿状を呈する� o (長軸方住)� N-500 -W  (覆土)ローム粒子・炭化物粒子を

含む暗黄褐色土の単一土層である。

〔遺物〕なし� O

〔時期〕不明。覆土の状態から縄文時代のものと考えられる。� 

23号土坑(第� 8図)

〔位置� (B-3)G o 

〔構造J26号土坑に切 られる� o (平面形)長方形。 (規模) 155 x 105 cmo (深さ) 17cm前後を測

の掘り込みが15cmあるが、坑内東側に坑底から深さで、坑底は平坦� -EoN-480長軸方位) 。(る

ある。壁は急斜に立ち上がる。(覆土) 2層ーローム粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土。� 

3層ーローム粒子を多 く、 炭化物粒子を僅かに含む明茶褐色土。� 4層ーローム小ブロックを多く含

む暗黄褐色土。

〔遺物〕 土器片が僅かに出土した。
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〔時期〕中期後半か。
 

23号土坑出土遺物(第9図� 3・4) 


3(土底部破片。1允線による懸垂文がみられる。� 4は隆帯が巡り 、以下条線が施さ れる。
 

24号土坑(第� 8図)

〔位置J (B -3) G 0 

〔構造J (平面形)長惰円形。 (規模) 140 x 73cmo (深さ)13cm前後を測るo (長軸方位)� N-

44 E 0 坑底は平坦で、断面皿状を呈する。(覆土) ローム粒子・ 炭化物粒子を僅かに含む暗茶0 
-

褐色土の単一土層であるO

〔遺物〕な し。

〔時期〕不明。覆土の状態か ら縄文時代のもの と考えられる。� 

25号土坑(第� 8図)

〔位置J(B-3) G 。

〔構造) (平面形)惰円形。(規模)70x 45cmo 深さ)� 10cm前後を測る� o (長軸方位)� N-50。� 

Eo坑底は平坦で¥壁は急斜に立ち上がる。(覆土)焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐

色土の単一土層であるO

〔遺物〕なし。

〔時期〕不明。覆土の状態から縄文時代のものと考えられる O 

26号土坑(第� 8図) 

(位置J (B-3) G 。

〔構造J23号土坑 を切る。� (平面形)不整円形。� (規模)� 58X 55cmo (深さ)15cm前後を測り 、断

面椀状を呈する。� (長軸方位)N-550 -Wo (覆土)ローム粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗茶

褐色土の単一土層である。

〔遺物〕な しO

〔時期〕不明。覆土の状態から縄文時代のものと考えられる。� 

27号土坑(第� 8図)

〔位置J (B-3) G 。

〔構造) (平面形) 長方形。(規模)� 75X 52cmo (深さ� )25cm前後を測る。(長軸方位)N-51。� 

-E。坑底は中央部が僅かに深 く、壁はほぼ垂直に立ち上がる o (覆土)焼土粒子 ・炭化物粒子を

僅かに含む暗茶褐色土の単一土層である。

〔遺物〕土器片が僅かに出土 した。

〔時期〕中期後半か。� 

27号土坑出土遺物(第� 9図� 5) 
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5は刻みが加えられた隆帯が巡らされた土器。� 

28号土坑(第� 8図)

〔位置)� (B~ 3) G。

〔構造) 29号土坑と重複するが、前後関係は確認できなかった。 (平面形)隅丸方形。(規模) 83 

x79cmo 深さ) 10cm前後を測る。(長軸方位)� N ~50o ~E 。坑底は平坦で、壁は� 50度前後の角

度で立ち上がる。(覆土)ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む暗茶褐色土の単一土層である。

〔遺物〕なし。

〔時期〕不明。覆土の状態から縄文時代のもの と考え られる。� 

29号土坑 (第 8図)


〔住置) (B ~ 3 ) G 。


〔構造)� 28号土坑と重複するが、前後関係は確認できな かった。� (平面形)楕円形。(規模)� 60x 

40cmo 深さ)18cm前後を測る。(長軸方位)� N~ 680 ~W 。 坑底は平坦で、壁は60度前後の角度

で立ち上がる。(覆土)焼土粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土の単一土層である� O

〔遺物〕 なし。


〔時期〕不明。 覆土の状態から縄文時代のものと考えら れる。
 

30号土坑 (第 8図)

〔位置) ( A ~ 3 ) G。

〔構造〕 弥生時代� 19号住居跡に切られる。 (平面形)長方形。 (規模) 68X 50cmo (深さ) llcm前

後を測り、 断面皿状を呈する� o (長軸方位) N~ 560 ~W0 (覆土)ローム粒子を多く、炭化物粒

子を僅かに含む暗茶褐色土の単一土層である。

〔遺物〕なし� O

〔時期〕不明。覆土の状態から縄文時代のもの と考え られる� C 

31号土坑 (第 8図)

〔位置)� (A~ 4 ) G。

〔構造) 32号土坑を切る。 (平面形)楕円形。 (規模)� 140 X 120 Cffio (深さ) 18cm前後を測る。� 

(長軸方位) N ~650 ~Wo 坑底は平坦で、壁はゆ るやかに立ち上がる覆土)ローム粒子を多

く、 焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色土の単一土層であ る� O

〔遺物〕なし。

〔時期〕不明。覆土の状態から縄文時代の ものと考えら れる。� 

32号土坑 (第 8図)


〔住置) (A ~ 4) G。
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第9図士坑出土遺物(1/3)

〔構造)31号土坑に切られる。� (平面形)長方形。� (規模)� 130 x 90cmo (深 さ)� 15cm前後を測る� O

0(長軸方位) N-3 -w。坑底は平坦で¥壁はほぼ垂直に立ち上がる。(覆土)ローム粒子を多

く、炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土の単一土層であ る� O

〔遺物〕な し� O

〔時期〕不明。覆土の状態か ら縄文時代のものと考え られる。� 

33号土坑(第� 8図)

〔位置)� (D-3) G 。

〔構造)� 1号方形周溝墓に切られる� o (平面形)円形になろうか。(規模)不明 x182cmo (深さ) 

38cm前後を測る。 (長軸方位)不明。 坑底は平坦で、壁は� 40度前後の角度で立ち上がる。(覆土)

上層は焼士粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土、下層はローム粒子・ ローム小ブロ� yクを多

く含む暗黄褐色土である。

〔遺物〕土器片が僅かに出土 した。

〔時期〕中期中葉か。� 

33号土坑出土遺物(第� 9図6・7)� 

6は4条の結節沈線文が波状に施されると思われる土器。� 7は横位の沈線を境として、連続爪形

文と縦位の集合する沈線が施さ れる� O 

35号土坑(第� 8図)

〔位置)� (D-2) G 。

〔構造)弥生時代� 23号住居跡に切ら れる。(平面形)長方形。(規模)� 92x 75cmo (深 さ) 22cm前

後を測る。� (長軸方位) N -560 
- E。坑底は中央部が僅かに深 く、 壁は急斜 に立ち上がる。(覆

土)炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土の単一土層である。

〔遺物〕なし。

〔時期〕不明。覆土の状態か ら縄文時代のもの と考えられる。
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36号土坑(第� 8図)

〔位置J(C-4) G。

〔構造J (平面形)惰円形。(規模)95x 70cmo (深さ) 23cm前後を測る。(長軸方位)� N-520 

-w。坑底は比較的凹凸があり 、壁は急斜に立ち上がる o 覆土)上層はローム粒子を僅かに含む

暗茶褐色土、下層はローム粒子を多く含む明茶掲色土である O

〔遺物〕なし。

〔時期〕不明。覆土の状態から縄文時代のものと思われる。� 

第� 3節 弥生時代の遺構と遺物

(1)住居跡 

11号住居跡 (第10図)

〔位置J(8-2) G 。

〔住居構造J21号土坑を切る。 (平面形)隅丸長方形。(規模) 7.0x6.0mo (長軸方位)N-

0 
-55 E 0 (壁高)� 20cm前後を測る。(壁溝)な し。� (床面)大部分が耕作による撹乱を受けてい

るが、遺存する部分では非常に硬く踏み固め られている。(炉)住居中央よりやや北東に偏って位

置する。� 54X42cmの楕円形の地床炉で、焼土は厚さ� 6cm程堆積している。 (柱穴)主柱穴4本で構

成される。各柱穴は� 2・3本重複しでおり、建替えがあったものと考えられる。(貯蔵穴)住居南

コーナー に位置する。50x42cmの不整円形を呈 し、深さ� 34cmを測る。覆土はローム粒子 ・炭化物粒

子を含む黒褐色土を基調とする o (覆土)上層はローム粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色土、下層は

ローム粒子を多く、焼土粒子 ・炭化物粒子を僅かに含む暗黄褐色土を基調とする。

〔遺物〕縄文時代の土器片が多く 、当該期の土器は覆土中から僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

11号住居跡出土遺物(第24図� 1・2) 

1は壷形土器の口縁部破片である� 内面は横ナデ後、横方向にヘラ磨き、外面は横方向にハケ目O

調整が施さ れる。� 

2は台付婆形土器の脚台部破片であ る。内面はヘラナデ、 外面は縦方向にハケ目調整が施される。� 

13号住居跡(第11図)

〔住置J (C-2)G。

〔住居構造〕特に住居西半は撹乱が著 しい。� (平面形)隅丸方形と思われる。� (規模)不明 x 3.8 

mo 壁高)比較的に遺存状態の良い北壁で、18cm前後を測る。 (壁溝)な し。� (床面)すでに遺

構確認の段階で、 一部床の硬化部分が露出し ていた。 硬化部分は住居中央付近にみられる。(柱穴)

主柱穴� 4本で構成さ れるが、南側の2本については重複形態をもっo (覆土)ローム粒子 ・焼土粒

子を含む黒色士を基調とする。

〔遺物〕覆土中から僅かに土器小破片が出土し た。
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〔時期〕 弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

13号住居跡出土遺物(第 24図� 3 ~6 ) 

すべて饗形土器の小破片である。� 3

は口縁部付近。内外面ハケ目調整後、

磨かれているが、器面の剥落がひどい。� 

4は胴上半部。外面ハケ目調整、内面

撹乱 ヘラナデが施 される。� 5・6は脚台部

との境付近の胴下半部。同一個体で、

外面に縦位のハケ目調整が施される。� 

14号住居跡 (第 12図)め
〔位置J(C-3) G 。

，1ιa向� 〔住居構造� J(平面形)隅丸長方形。 

(規模)� 5.0 x 4.4 m 0 (長軸方位) 

N-330 -Wo (壁高) 30cm前後を測る。� 

(壁溝)上幅� 12cm・下幅� 5cm前後、深

さ4 ~ 8cmを測 り、全周する。(床面)

炉の周辺はよ く踏み固められている。

(炉)住居中央よりやや北西に偏って

位置す る。� 64X52cmの惰円形の地床炉

で、焼土は� 8cm程堆積 して いる。 (柱

2m 
穴)主柱穴� 4本で構成 される� 深さはO

第11図� 13号住居跡� (1/60) 37~42cm を測る。南壁寄り に あるピッ

トは入口施設に伴うものと考えら れる。また、東壁 に接するピ� y トは後世のものである。(貯蔵穴)

なし� o (覆土)焼士粒子 ・ロー ム粒子 ・炭化物粒子を多く含む黒褐色土。特に床面上か らは炭化材

が多く検出された。

〔遺物〕床面上 ・覆土中か ら僅かに土器片が出土した。


〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。


〔所見〕床面上から炭化材が多く検出さ れたこ とから 、焼失住居と考え られる
 O 

14号住居跡出土漬物(第13図・第24図� 7 ~ 1 5) 

査形土器(第� 24図� 7・8) 

7は複合口縁を呈する 口縁部破片て¥複合部外面には� RLの単節斜縄文が施さ れ、下端には刻み

が付される。� 8は底部破片で、 外面立ち上がり部にはハケ目痕がみられる� O

き整形土器 (第 13図 ・第� 24図� 9~15) 


第13図l土台付婆の破片である� 底部は脚台部と の接合を強化するために、やや尖らせて作っ てい
O

る。内面はへラナデ後、細かい暗文風のへラ磨きが施される� 外面は胴部中位が横方向、以下縦方O

¥ 
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第12図� 14号住居跡(1/60)

向に磨き が施されるが、ハケ 目痕が僅かに残

る。また、内面には煤の付着がみられる。床

面上の出土で、胴下半部を� 1/3程遺存する。� 

9 -13は口縁部付近、� 14は胴下半部、� 15は

脚台部破片である。� 

9・11は同一個体で、複合口縁状を呈する

1仙h

口縁部外面には長さ� 1 cm程の刻みが付される。� 」ーー� -
11の頭部内面には顕著に輪積み痕がみられる。 第13図� 14号住居跡出土遺物� (1/3) 

内面はナデ、外面は目の粗いハケ目調整カヲ包される。� 10は口縁部外面にやや右上りの刻みが付され、

内外面に目の細かいハケ目調整が施される。� 12は9 ・11に類似するが、口縁部が外反せず、直立す

る点で、やや異な る。� 13は口唇部が平坦に面取 られて おり 、内面には組密の異なったハケ目 がみられ
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る。外面は口市家部横ナデ、頭部はナデであろうか。� 

14は内面に煤の付着がみられ、外面にはハケ目痕が残る。� 

15は器面の磨耗が目立つが、外面にハケ目痕がみられる。� 

15号住居跡(第14図) = 


〔位置J(A-2) G
 o 

〔住居構造〕縄文時代11号住居跡

の覆土中に構築されている。� 

面形)隅丸方形か。(規模)不明 

@x 3.58m 0 (壁高)西壁は確認する

ことはできな かったが、そのf O也で

は10cm前後を測る。 (壁溝)なし。 

(床面)炉の周辺のみ硬く踏み固 @ 
めら れている。(炉)ほぽ住居中

央に位置す る。� 76x50cmの楕円形

(平

を呈し、焼土は 享さ 程堆積す4j cm
.. ..LLS 

る。また、焼土上には15x8 cmの

離が� 1個置かれていた。� (柱穴)

住居内に� 3本のピ� y トが検出さ れ
2m 

た。南壁のピットは貯蔵穴である
第14図� 15号住居跡� (1/60) 

貯蔵穴)南壁の(ミ。� かもしれな し

ピyトが相当すると思われる。� 38X30cmの楕円形を呈し、深さ29cmを測る。覆土は炭化物粒子を含む

黒褐色土を基調と する。(覆土)焼士粒子・炭化物粒子を多く、 ローム粒子を僅かに含む黒褐色土

を基調とす る。

〔遺物〕床面上 ・貯蔵穴内から僅かに土器小破片が出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

15号住居跡出土漬物(第15図・第24図16-23)

査形土器(第 24図 1 6 ~20) 

16~ 1 9は同一個体で、 頭部付近の破片である。ヘラ描沈線下に RL の単節斜縄文と附加条縄文が

施され、附加条は軸縄の撚りと反対の方向に絡げてあるものである。 施文順位は上→下の順であるが、

沈線を最後にまわし ている。内面はへラナデ、外面は磨き後、赤彩される。� 20は胴部中位の破片で、

内面はへラナデ、外面は僅かにへラ磨きがヲ包されるが、ハケ目痕が残る。また、外面には赤色塗料

の付着がみられる� O

鉢形土器(第24図21)

口縁部が内湾す る小型の ものである。文様はLRの単節斜縄文が口唇部及び外面口縁部に施され、

さらに外面口縁部には円形赤彩文が付される。内外面ともていねいに磨かれており、無文部は赤彩



24 

される O

聾形土器(第15図・第24図22・23)

第15図は台付費の脚台部である� O 器形は概し て「ハ」字状を呈 し、裾

端部は粘土が内側 にややめくれている。内外面ハケ目調整が施される� O 

t! ~..:'~__'.J _'~ -~U 

覆土中の出土で、脚台部は完形であ る 。 "~国

第24図22は口縁部破片で、口唇部外面� lこは棒状工具による押捺が付さ 第15図� 15号住居跡

れる。内面はナデ、外面は目の細かいハケ目調整か施される。� 23は脚台 出土遺物� 0/4)

部破片で、裾端部は第� 15図の土器同様に、粘土が内側にややめくれている。内面はナデ、外面は縦

方向にハケ目調整が施される。� 

17号住居跡(第16図)

〔位置J(A-3) G。

〔住居構造J18号住居跡を切る。� (平面形)隅丸方形。(規模) 3. 70 x 3. 53m (長軸方位)� N-0 

50. -E 0 (壁高) 30cm前後を測る� o (壁溝)上幅� 15cm.下幅� 6cm前後、深さ� 3 ~ 7 cmを測 り、 全周

する。(床面)炉の周辺が硬く踏み固められている。� 18号住居跡 との重複部分は貼床が施されてい

る。 (炉)住居中央よりやや北東に偏って位置する。� 76x50cmの楕円形の地床炉で、焼土は厚さ� 4 

cm程堆積している。(柱穴)検出さ れた� 2本の小ピァ卜は後世の ものである。(貯蔵穴)南西壁に

接する南コ ーナー付近に位置する� o 48 x 38cmの楕円形 を呈し、深 さ� 23cmを測る� 覆土はロー ム粒子O

を多く 、焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調 とする。 (覆土)ローム粒子を多く、焼土粒

。� 
可ゑ


..9....l!.

第16図� 17号住居跡� (1 /60)

日
量面白� 

2m-
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子 ・炭化物粒子を含む暗黄褐色土。神に、東壁寄 りの床面上か らは焼土粒子が多く検出 された。

〔遺物〕覆土中 から僅かに土器小破片 が出土し た。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。

〔所見〕東壁寄 りの床面上から多 くの焼土粒子が検出された ことから 、焼失住居と考え られる。� 

17号住居跡出土遺物(第24図24~29)

査形土器� (24) 

口縁部は複合口縁を呈 し、 器形は内面に文様帯をもつこ とか ら、 口禄部が大 きく開くものと思わ

れる。文様は口唇部に� LRの単節斜縄文、内面には単節羽状縄文が施される。外面は複合部が横ナ

デ、頭部にはハケ目痕がみ られる。

饗形土器 (25~ 28) 

25は口縁部破片で、口唇部には� I条の沈線がまわる。内外面ハケ目調整が施される。26は胴上半

部で、内面はナデであろうか、外面はハケ目調整が施される。� 27は頭部破片で、内面ハケ目調整、

外面はナデが施される。� 28は胴部中位。内面はへラナデ、外面はハケ目調整が施される O

高j不形土器� (29)

脚台部の小破片で、裾端部は平坦である。内外面ハケ 目調整が施さ れるが、外面はその後、僅か

に磨かれている。� 

18号住居跡(第17図)


〔位置J(A -3) G。


〔住居構造J17号住居跡に切ら れる。(平

捜乱

面形)長方形。(規模)3.36X 3.04m 0 

(長軸方位)N-360 -Wo (壁高)比較

的に遺存の良い部分で、38cmを測る。(壁

溝)確認できる範囲では全周す る。 上幅� 

20cm・下幅� 7 cm前後、 深さ 2~ 8cmを測

る。(床面)炉の周辺が硬く踏み固めら 。11 

れている。(炉)住居中央より北東に偏っ

て位置する。 70x40cmの楕円形の地床炉

で、焼土は厚さ� 4cm程堆積 している。(柱
li..9咽

穴)住居内には10本のピッ トが検出さ れ

ているが、後世のものと考 えられる。(覆

土)上層はローム粒子を含む黒褐色土、 2. 

下層はローム粒子を多く 含む暗茶褐色土 第17図� 18号住居跡� 0/60)

を基調とする。

〔遺物〕床面から� 10cm程上の覆土中から土器がまとま って出土した。

〔時期〕弥生時代末葉から古墳時代初頭。� 
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〔所見) 17号住居跡との新旧関係は、後乱のため士層観察で、は不明であったが、本住居跡の床面上

に17号住居跡の貼床が施されていることから 18号住居跡→17号住居跡の新旧関係が判明した。ま た

土器は床面上から 10cm程浮いた状態で出土 していることから 、一括廃棄されたものと考えられる。 

18号住居跡出土遺物(第18図 ・第25図30-42)

地形土器(第 18図 1) 

底部は小さく 、やや窪んでおり、胴部は球形を呈する。頚部は 「く」字状に屈曲 し、口縁部は外

傾する O 内外面ともにでいねいなへラ磨きが施されるが、口縁部外面にはハケ目痕が僅かに残る O

磨きの方向は内面が口縁部縦方向、胴部横方向、底部付近縦方向、外面が口縁部縦方向、胴部斜方

向、底部付近縦方向で、遺存度は 1/2程である。

壷形土器(第25図30-33) 

30・31は複合口縁を呈する口縁部破片で、複合部外面には LRの単節斜縄文が施さ れる。 また、 

30には口唇上に RLの単節斜縄文が施される。 いずれも内面は横方向にへラ磨 きが施され、その後

赤彩されている。 

32は胴上半部破片で、 LRの単節斜縄文と 'SJ字状結節文がみられる。内面ナデ、外面はヘラ

磨き後、赤彩される。 

33は底部破片で、内面はへラナデ、外面は磨かれるが、ハケ目痕が残る。

高郎形土器(第 18図 3・4、第 25図42)

第四図 3は郎部の底部と体部との境は丸昧をもち、口縁部は内湾ぎみに大き く聞 く。脚台部は

円錐形状を呈し、途中 3孔が開けられている O 脚台部内面を除き 、全面へラ磨きがていねいに施さ

れるが、郎部の口縁部付近には僅かにハケ目痕が残る。 ハケ目の方向は郎部が内面及び口縁部外面

縦方向、底部外面斜方向。脚台部は外面縦方向であるが、杯底部直下はその後、横方向に施される。

脚台部内面はヘラナデであるが、裾部付近は横ナデが施される。杯部を 1/2程欠損する。 

4は 3の脚台部とほぼ同形であ るが、内面天井部は器形に沿っ て尖らせるようにヘラ状工具に よ

る成形がなされる。内面は以下ハケ目調整、外面は縦方向にへラ磨きが施されるが、ハケ目痕 を残

す。坪底部内面はヘラ磨きが施され、赤色塗料の付着がみられる。ま た、 3孔を有 し、孔は外側か

ら内側に向って聞けられている。脚台部 1/2程遺存する。

第25図42は脚台部の孔付近の小破片で、外面はへラ磨きが百包されるが、ハケ目痕が残 る。内面は

へラナデか。

翠形土器(第 18図 2・5-8、第 25図34-41)

第四図 2は小型愛である。最大径を胴部中位に測り 、頭部でくびれ、口縁部は外傾す る。器面は

剥落により荒れでいるが、口縁部内外面横ナデ、内面は以下へラナデ、底部付近は目の粗いハケ目

調整が施される。外面は胴上半部に目の粗いハケ目痕、底部付近にへラ削 り痕が残る。 ほぽ完形。 

5は台付饗の脚台部で、器形は「ハ」字状を呈し、裾端部は平坦で、ある。饗の底部内面はへラ ナ

デ、脚台部外面はハケ目調整が施される。脚台部内面はナデであろうか。脚台部を 2/3程遺存す る。 

6は最大径を胴部中位に測り、頭部でくびれ、口縁部は外傾する O 口唇部はハケ状工具により 一

度平坦面(外面のみが面取られているので、やや沈線状を呈する)をつ くり、その後刻みが加えられ
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一言二=ニ ~ ~~ 

、:売、� 

5 

7 

6 

11)00 

第四図� 18号住居跡出土遺物� (1/4)

る。調整は全体にハケ目調整カヲ包さ れるが、ハケ目痕は目 の粗い ものと細かいものとの� 2種が観察

で、き 、概 して粗いハケの後に細かいハケが使用されている。胴部内面はヘラナデが施される。ハケ

目の方向は口縁部内面が横方向、 外面は口縁部が縦方向、胴上半~中位が横方向、胴下半が縦方向

であ る。口縁部から胴下半部にかけて� 3/5程遺存する� 第25図37は同一個体であ る。� O

7は最大径を胴上半部に測 り、頚部が「く 」字状を呈し、口縁部は外傾す る。口唇部外面は刻み

が加え られる。 内面は口縁部が横方向のハケ目調整、以下ヘラナデ、外面は全面ハケ目調整が施さ

れるが、口縁部はその後横ナデされる。ハケ目 は内外面白の粗いものである。口縁部から胴下半部

にかけて3/5程遺存する。� 

8は最大径を胴部中位に測 り、頚部でくびれ、口縁部は外傾する。内面は口縁部がハケ目調整、

以下へ ラナデ、外面は全面ハケ目調整が施 されるが、口縁部は その後軽 く横ナデされる。ハケ目の

方向は口縁部内面が横方向、外面は口縁部が縦方向、以下斜方向である。口縁部から胴下半部にか
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けて2/3程遺存する。

第25図34~38は口縁部付近、 39~41は胴部破片である 。 

34・35は口縁部に1段輪積み痕を残し、口唇部外面に刻みが加え られる。� 35の方が僅かに輪積み

痕の幅が広 L、。いずれも内外面横ナデされる。35と38は同一個体である。� 36・37は口縁部が外反 し、

口唇部外面に刻みが加えられる。37は内外面ハケ目調整が施される。� 

39はやや厚めの土器で、内面はナデ、外面はハケ白調整が施される。� 40は内面がへラナデ、外面

が目の組しミハケ目調整が施される。41は内面がナデ、 外面がハケ目調整が施される O 

19号住居跡(第19図)

〔位置J (A-3) G。

〔住居構造〕住居西半は調査区外にあり、� 30号土坑を切る。(平面形)隅丸長方形か。(規模)不明� 

X6.24m 0 壁高) ローム上面が床面であるため、壁の掘り込みは確認できなかった。� (壁溝)確

認できる範囲ではほぼ全周する。上幅18cm・下幅� 6cm前後、深さ� 9 ~15cmを測る。 (床面)特に東

壁寄りは撹乱が著しく床面は残っていな いが、炉の周辺及び住居中央付近はよく 踏み固められてい

る。 (炉)住居中央より北東に偏って位置するものと考えられる� 西側1/3程は調査区外にある。O

(柱穴)コーナー付近の深さ93cm・79cmの� 2本は主柱穴である。他のピット は後世のものと思われ

る。 (覆土)ローム粒子を多く、 焼土粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗黄褐色土を基調とする。

〔遺物〕覆土中から僅かに土器小片を出土した。� 

/:
Z77 

O 
② 。� 

@ 

O 
~~ 

一一~

..SU"，

日 ヤ恒画面画面画面画面

第四図� 19号住居跡 ・30号土坑� (1/60)
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〔時期〕 弥生時代末葉� ~古墳時代初頭。

〔所見〕表土の厚さ が� 15cm程度と薄いう え、耕作されて いるために遺存状態は極めて悪い。� 

19号住居跡出土漬物� (第25図43-45)

護形土器の小破片である。� 43は内面ナデ、外面磨 きが施される� o 44・45は内面へラナデ、外面ハ

ケ目調整が施される O 

21号住居跡� (第20図)


〔位置� J(C-3) G 。
 

Y 

A l..Z1m 

② 

.， 

@ ⑬2 

第20図� 21号住居跡(1/60) 

2m 
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0〔住居構造J1号方形周溝墓に切 られる。� (平面形)問丸長方形。 (規模) 5.40 x4.88m (長軸

方位)� N -50. -W0 (壁高)� 25cm前後を測る。 (壁溝)確認できる範囲では全周する。上幅� 15cm・

下幅� 8cm前後、深さ� 4 ~llcm を測る o (床面)厚さ 8~22cm を測 る貼床が施さ れてお り 、 壁際を除

いでよく踏み固められている o (炉)住居中央よりやや北西に偏って位置する が、撹乱が著しい。

粘土火皿を使用 しているが、その直下から焼土の堆積� (厚さ� 6cm程)がみられることか ら、火皿使

用前は地床炉が使われていた可能性がある。また、炉を囲むように� 4本のピットが検出されたが、

炉の付属施設として関連がありそうである。 (柱穴)貼床の精査時に主柱穴 4本と北東・南西壁に

接する後世のピットが確認できた。また、掘り方の精査時には、新たに炉周辺の� 4本と南東壁寄り

の2本が確認できたが、本来は貼床精査時に確認できなくてはならないはずが、撹乱により確認で

きなかったものと思われる。南東壁のピットについては、入口施設に伴うものと考えら れる。(貯

蔵穴)なし。(覆土)上層はローム粒子を多く 、炭化物粒子 ・焼士粒子を含む明茶褐色士、下層は

炭化材・焼土粒子を多く、ロ ーム粒子を含む暗黄褐色土を基調とする。

〔遺物〕床面上から実測可能な土器が3点出土している。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。

〔所見〕床面上から炭化材・焼土粒子が多く検出されたごとから、焼失住居と考えられる� O 

21号住居跡出土遺物(第21図・ 第� 25図46-50)

査形土器(第21図� 1、第� 25図46)

第21図� Iは胴下半部に明瞭な稜 を有する� 内面はヘラナデ、外面は胴部中位が縦方向に、稜線直O

下が横方向、以下縦方向にヘラ磨き が施される。住居中央よりやや南東に偏った床面上の出土で、

胴下半部以下1/3程遺存する O

/凡 
10~ 

第21図� 21号住居跡出土遺物(1� /4) 
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第25図46は複合口縁を呈す る口縁部破片である。内外面ナデであ ろうか。

饗形土器� (第21図� 2・3、第25図47-50) 

第21図2は台付費で、脚台部を欠損する。胴上半部に最大径を もち、口唇部外面にはハケ状工具

により 刻みが加え られる。 内面は口縁部付近横方向にハケ目調整、以下へラナデが施される� 外面O

は口縁部が横ナデ、以下胴上半部は縦方向、中位は横方向、下半部は縦方向にハケ目調整が施され

る。東コーナーの柱穴付近の床面レベルでの出土で、口縁部から胴下半部付近を� 1/3程遺存する。

第25図47は同一個体である。� 3は脚台部破片で、器面は磨耗しているが、内面はへラ ナデ、外面は

縦方向にへ ラ磨き が施されている。北西壁寄り の床面上の出土で、脚台部� 2/3程遺存する。

第25図48・49は口縁部破片で、� 48は口唇部外面に刻みが加え られる。内外面ハケ目調整であろう

か。� 49は口縁部が 「く」 字状を呈 し、口唇部には刻みが加 えられる。内面口縁部ハケ目調整、以下

ヘラナデ、 外面はハケ目調整が施 される� o 50は脚台部破片。裾端部は内側にやや粘土がめくれてお

り、内外面ハケ目調整が施される。� 

22号住居跡(第22図)

〔位置J ( D~3 ) Go 

〔住居構造� J1号方形周溝墓により 、住居中央を短軸方向に切られる。ま た、東半は特に擾乱が著

しい。 (平面形)隅丸長方形か。 (規模)不明。� (長軸方位) N~ 570 ~E0 (壁高)比較的に遺存

状態の良い西壁で� 34cmを測る。(壁溝)住居跡が遺存する部分では確認できる。上幅� 18cm.下幅6cm前後、

深 さ� 3-8cmを測 る。 (床面)遺存する部分では、壁際を除いて良 く踏み固められている。貼床が

施されており 、厚 さは� 20cm程を測る。(柱穴) 主柱穴� 4本で構成される� 東西の� 2本については、O

重複形態を もっ。 (貯蔵穴)南西コーナーに位置する。� 48x40cmの惰円形を呈し、深 さ� 24cmを測る。

覆土はローム粒子・ 焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする。 (覆土)上層はローム粒

子 ・焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色士、下層は焼土粒子・炭化物粒子 ・炭化材を多 く、ローム粒子

を含む明茶褐色土 を基調とす る� O

〔遺物〕覆土中か ら僅かに土器小片が出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。

〔所見〕覆土下層か ら焼土粒子・炭化物粒子・炭化材が多く検出されたこ とか ら、焼失住居と考え

られる。� 

22号住居跡出土遺物(第� 23図・ 第� 25図51-55)

壷形土器(第� 25図51・52) 

51・52は口縁部破片で、� 51は複合口縁を呈 し、その下端にはハケ状工具による刻みが加えられる。

文様は外面複合部に単節斜縄文と� rSJ字状結節文がみら れる。 内面は口縁部ヘラナデ、頚部はハ

ケ目調整、 外面頭部はハケ目調整が施される。� 52の口縁部は外面にやや粘土がめくれているが、輪

積み によるものであろうか。内外面僅かに磨かれているが、ハケ目痕が残る。ハケ目は内面が目の

細かいのに対し、外面はやや目が粗い。
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費形土器(第23図、第25図53-55)

、A5 

12 

24 、
23 

25 

人
間


ら� 26¥
 28
27 


第24図住居跡出土遺物1 (1/3) 


第23図は台付警の脚台部である。器形は 「ハ」 字状 を呈し ており 、裾

端部は平坦で、あ る。 内面天井部には粘度 を補い、接合を強化した痕が残

る。また、饗底部内面には煤の付着がみられる。内面はナデ、外面は磨

耗が激しいが、僅かにハケ目痕が残る。第� 25図55は同一個体であ る。

第25図53は口禄部破片で、口唇部外面には刻みが加え られる。内面ナ


デ、外面ハケ目調整。� 54は台付饗の脚台部破片で、内面天井部には第� 23


図の土器問機に粘土を補い、接合を強化 した痕がみ られる。 外面にはハ


ケ目痕が僅かに残る。
 

，，~ 
a 

第23図� 22号住居跡


出土遺物(1/4)


4
6
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(2 )掘立柱建築遺構 

1号掘立柱建築遺構(第26図)

〔位置J(C-4) G 。 

〔構造JPl ~P8 の8本で構成 され、 Pl はl号方形周溝墓を切る。本遺構は掘立柱建築遺構と いって

も通例の方形の配置をとらない点で異例で、ある。柱穴はいずれも規模が大きく、土坑状を呈 してお

り、P1 (76 x 64cm、深さ 56cm)、P2 (88X76cm、深さ 67cm)、 P3(94X92cm、深さ 63cm)、P4(72 

、、
 
て〉


3) 20/図住居跡出土遺物25第 
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X58cm、深さ� 41cm)、P5 (72 X 64cm、深さ� 57cm)、P6 (77x 68cm、深さ� 63cm)、P7 (92X70cm、深

さ66cm)、P8 (68x 67cm、深さ� 40cm)を測る。

柱穴聞の距離は、� Pl-P2 (l80cm)、P2-P3 (220cm)、P3-P4 (190 cm)、P4-P5 (33Ocm)、� 

P5-P6 (l90cm)、P6-P7 (220cm)、P7-P8(200cm)、P8-Pl (320cm) を測る。

柱穴の覆土は、全体的に粒子が密で粘性が強の概 して土質の しま ったもので、� P7.P8がやや黒昧

の強い黒色土である他は、 ローム粒子を含む黒褐色土を基調と する。なお、図示 したスクリーント

ーン部分は、 特に硬 く光沢を もっている部分であり、柱座にあたるものと考えられる。

ミ。本遺構の確認面であるローム面は耕作により撹乱が著 しし

〔遺物〕柱穴の覆土中からの土器の出土は、大部分が縄文時代の土器片で混入したものである。弥

生時代末葉~古墳時代初頭の土器片は� 3点出土 したが、遺物か ら時期を比定するのは難し� L

〔時期〕 一応、弥生時代末葉~古墳時代初頭と したい。

〔所見〕本遺構は当初、� lつ� 1つの単独の土坑とし て存在する ものと思われたが、類似するものが

周囲から検出され、規則的な配列を なすことから 、� 1つの遺構とし て理解することとした。

まず構造については、 柱穴の規模 ・深さから� P2・P3の2本と� P6・P7の2本、そしで� P4・P5の2本

とP8・P9の2本がそれぞれ対応すると いう こと である。前者は後者に比べ、規模が大きく、掘り込

みも深くな っていることがわかる。さ らに、柱穴聞の距離はその計測値から、次の� 3グループに分

けら れる� O 

1. 190cm程度� (Pl-P2、P3-P4、P5-P6、P7-P8) 

2. 220cm程度� (P2-P3、� P6-P7) 

3. 320cm程度� (P4-P5、P8-Pl) 

特に、� P4-P5とP8-Plが他の柱穴問より� 1m以上も長いという ことは、構造上、特筆すべきこ

とであろう 。よって、本遺構は方向性として、� P2・P3-P6 .P7を示す軸� (方位は� N-60 E)と0
-

P4・P5-P8・P1を示す軸(方位は� N-320 -W)の2方向が考えら れ、さら に推測すると 、� P2・� 

P3・P6・P7の4本により主柱穴が構成され、これらを補助するものと して他の� 4本が配された可

能性がありそうである� O

次に時期についでは、柱穴の配列だけ をみる と、縄文時代の所産のものと考えられそうであるが、� 

P1が1号方形周溝墓を切っている点や柱穴の覆土から観察し で、一応、弥生時代末葉~古墳時代初

頭の所産のものと考えたい。� 

三三;きィ 点':ぞ4.¥

1号掘立柱建築遺構出土遺物 (第27図)

査形土器 (1) r

頭部破片で、� LRの単節斜縄文上に円形浮文が� lf固残ってい る。

、崎山~i.~~舟;泌ゲマ1 

~"'"巧 J 叫入� 

内面はへラナデ、外面は縦方向のへラ磨き後、赤彩さ れる。 5九九曜ち� γh
 
菱形土器� ( 2・3) 2 与 同� 

3 

いずれも胴部付近の破片で、 内面はへラ ナデ、外面はハケ 目調整

カヲ包される� O 第27図� 1号掘立柱

建築遺構出土遺物� 0/3) 

ミ。
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( 3 )方形周溝墓� 

1号方形周溝墓(第28図)

〔位置J (C- 3 ・ 4~D-3 ・ 4 ) G。

〔周溝の構造J21・22号住居跡、� 33号土坑を切り 、� 20号住居跡、� 1号掘立柱建築遺構に切られる� O

今回の調査では、北西隅及び北 ・西溝の一部の範囲を確認したにす ぎないが、特筆すべき事項と し

て、 周溝が� 2重構造� (以下、内側の溝を内海、外側の議を外溝とする)を呈し、周� j幕内に� 5基の土� 

t克を有する。

(西溝) B←� B'土層図から内溝� (覆土� 7 ~ 1 2層) 、 外溝 (覆土 2 ~ 6層) の覆土堆積状態を観察

でき、新旧関係は内溝→外海と 判明 した。外海は開 口幅� 250cm、海底幅� 180cm、深さ� 54cm、

内溝は溝底幅� 110 ~130 cm 、 深 さ 83~95cm を測 る。長さは確認できる範囲で、12.6m を測り、外溝の

長さに該当するものと考え られる� O 断面は外海より内溝の方が壁の立ち上がり が急斜で、外� j葬は扇

平な逆台形を呈する。溝底は内 ・外溝ともに軟弱で確認が困難である。� 

(北j幕)東側は撹乱が著ししミ。確認できる範囲では長 さ� 13.8m、開口部幅� 180 ~ 218 cmを測る。深

さは内海が51~77cm 、 外溝が21~ 44cm を損IJ る。内海の溝底幅は90~ 120 cm。溝底は内・外溝ともに

軟弱で確認が困難で、あり、 西� j幕と接する北西隅部分は周囲よ り一段楕円形状に低くな っている� O 

(覆土)全体と して、内側のマウンド部があったであろう側から の流入がみら れる。内溝の覆土は� 

7 ~12層でやや粒子が粗い暗茶褐色土 、 外溝は 2~ 6層 で粒子が細かく 黒味の強い土層 を基調とする。

(遺物の出土状態)溝内から は縄文時代中期の土器片が多 く、該期の土器は概 して内溝覆土中から

若干出土(内海底上15cm程)したのみであった。 また、 20~22号住居跡の重複により、溝内出土の

土器の中には混入 した ものも当然含ま れていると考えた方がよいであろう� O

土坑(第29図)� 

39号土坑 〔位置� J (C-4) G。

〔構造〕内溝の海底面から確認された。 (平面形)楕円形。� (規模)� 80x35cmo (深

さ� ) 10cmo (長軸方位)� N-550 -W0 (覆土) ローム粒子を多く、炭化物粒子を僅か

に含む黒色土。

〔遺物〕出土 しなかった。� 

40号土坑 〔位置J (C-4) G。

〔構造〕内溝の溝底面から確認さ れた。(平面形)楕円形か。(規模)� 135 x60cm。

(深さ) 15cmo (長軸方位 ) N-840 
- E0 (覆土)ローム粒子・炭化物粒子を多く、

ローム小フやロッ クを僅かに含む暗黄褐色土。

〔遺物〕 出土 しなかった。� 

41号土坑 〔位置J (D-3) G 。

〔構造〕外構の溝底面から確認された。(平面形)楕円形。 (規模) 155 X64cmo (深

さ)� 38cmo (長軸方位 ) N-6 0 -W o (覆土)粒子が非常に細かい暗茶褐色土を基調

とする。

〔遺物〕北寄り から管玉� 3点を出土した。
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3層 ローム粒子を多く 、焼土粒子・炭化物粒子を含む黒縄色土� 
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1層耕作土�  

2層 ローム粒子・焼土粒子を僅かに含む黒色土� 

4層 ローム粒子を多く 、焼土粒子・炭化物粒子を含む精茶褐色土� 

5層 ローム粒子・焼土粒子を含む黒絹色土� 
6層 ローム粒子 ・ロームブロックを多く含む明黄銅色土� 

7層 やや大きめのローム粒子を含む暗茶褐色土
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8層 やや大きめのローム粒子を多く 、炭化物粒子を僅かに含む暗

茶褐色土� 
9層 ローム粒子・ローム小フロックを多く、炭化物粒子を僅かに

含む暗黄褐色土� 
10層 ローム粒子・ローム小ブロックを多く、炭化物粒子を僅かに

含む暗貧縄色土� (9層より暗色)� 
11層 ローム粒子 ・ロームフロックを多く含む暗黄褐色土� 
12層 ローム粒子 ・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土� (11層よ

り明色)� 
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第28図� 1号方形周溝墓� (1/60)
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42号土坑 〔位置J (D-4) G 。

〔構造〕外溝の溝底面から確認された。� (平面形)長方形。(規模)� 123x48cmo (深

さ)僅か� 5cm程である。(長軸方位)N一740 -E o (覆土)ロ ーム粒子を多く含む黒

色土。

〔遺物〕出土しなかった。� 

43号土坑 〔位置J (D-3 ) G 。

〔構造〕 外海の溝底面から確認された。(平面形)長方形。 (規模) 113x27cmo (深

さ)50cmo (長軸方位)� N-300 -W0 (覆土)ローム粒子を多く 、炭化物粒子を僅か

に含む、粒子が非常に細かい明茶褐色土。41号土坑の覆土に類似する。

〔遺物〕 出土しな かった。� 

¥ 
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39号土坑

1'-'岡� 

蕊総総雨蕊
40号土坑、、� 
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珊� 

1層 ローム粒子を多く、焼土
粒子・炭化物粒子を僅か
に含む暗茶褐色土� 

2層 ローム粒子・ 焼土粒子 ・

ふ雨傘 炭化物粒子を僅かに含む
明茶褐色土

42号土坑� 
43号土坑 日� 2m 

第29図土坑(1/60) 

1号方形周溝墓出土遺物(第30・31図)

壷形土器(1・� 2・7-21) 

1の内面はナデ、外面は縦方向にへラ磨きが施 されるが、内外面にはハケ目痕が残る。頭部付近

を2/3程遺存する。� 

2は平底の底部外縁の粘土がやや上方にめ くれている。内面はヘラナデ、外面はへラ磨きが施さ

れるが、ハケ目痕が残る。 底部付近を1/3程遺存す るO 

7 -14は口縁部、15-20は頭部から胴上半部にかけての破片であ る。� 

7は口縁部に至り受口状を呈する。 粘土紐を挟み込む技法によ り作出される複合口縁には� 4本の

棒状浮文と� 2条の� 'SJ字状結節文をもっ単節羽状縄文がみ られ、そ の下端は刻みが加えられる。
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内面は横方向のへラ磨き 、外面は文様施文部

以外にヘラ磨きが施 され、内外面とも にその

後、赤彩される。 8は剥落が著しい。複合部

には 2本の棒状浮文が付され、その下端は刻

みが加えられる。内面はヘラ磨き、外面は複

合部直下にハケ目痕がみられる o 9の複合部

は横方向のハケ目調整後、上段に LRの単節
4 

斜縄文、下段に間加条縄文 (?)が施され、

その下端はハケ状工具によ る刻みが加 えられ

る。内面及び複合部直下はへラ磨 きが施され

8
るが、ハケ目痕が僅かに残る。 10は複合口縁

を呈し、口唇上及び外面に LRの単節斜縄文 。
側

恒面面 面画面亘孟函
10

が施される。内面は横方向のへラ磨き後、赤 第30図 1号方形周溝墓出土遺物 1 (1/4) 

彩される。 11の複合部には網目状撚糸文が施される。内面は横方向のへラ磨き後、赤彩される。 12

の複合部下端にはハケ状工具による刻みが加えられる。内外面へラ磨きであろうか。 13は内面に  

'SJ字状結節文をもっ LRの単節斜縄文、口唇上に LRの単節斜縄文が施 される。 内外面ハケ目

痕が顕著にみられる。 14の内面には 2条の 'SJ字状結節文をもっ RLの単節斜縄文が施される。

内外面ヘラ磨き が施されるが、 僅かにハケ目痕が残る。 

15には RLの単節斜縄文が施さ れ、内面はナデられるが、ハケ目痕が僅かに残る。 外面はハケ目

調整。 16は附加条縄文(?)上に円形浮文が 2個 (1個は剥落)付される。内面はナデ、外面には

ハケ目痕が僅かに残る。 17は小型査で、鯛上半部に LRの単節斜縄文が 2段、下方に 2条の 'SJ

字状結節文が施される。外面は横方向のへラ磨きがていねいに施 され、その後赤彩 される。内面に

はハケ目痕が僅かに残る。 18は単節羽状縄文下に 3条の 'SJ字状結節文が施さ れる。内面はナデ、

外面はヘラ磨き。ま た、外面には赤色塗料の付着がみられるが、小破片のため円形赤彩文であるか

は不明であ る。 19は 2条の 'SJ字状結節文をもっ LRの単節斜縄文が施される。内面には僅かに

ハケ目痕が残り 、外面はへラ磨き後、赤彩される。 20の外面はへラ磨き後、 1条のヘラ描沈線文が

施される。内面はへラナデか。

鉢形土器 (21)

口縁部付近の破片で、口唇上及び口縁部外面に LRの単節斜縄文が施される。内外面へラ磨 き後

赤彩される。

高時形土器(4 ) 

脚台部である。器形は「ハ」字状を呈 し、裾端部は平坦である。内面はへラ ナデ、外面は縦方向

にヘラ磨きが施されるが、ハケ目痕が僅かに残る。外面は赤彩される。 脚台部を 4/5程遺存する。

蜜形土器 (3 ・ 5 ・ 6 ・ 22~36) 

3は小型空で、胴上半部にややふくら みを有 し、頭部でく びれ、口縁部は外傾す る。最大径は口

縁部に測り 、頭部内面には明瞭な稜線がみられる。口縁部内外面横ナデ、以下内面はへラナデ、外
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面は棒状工具のようなもので縦方向に磨きが施される。口縁部から胴下半部 を� 1/3程遺存する。� 

5は台付費で、内外面ハケ目調整が施 される。胴下半部はその後斜方向のヘ ラ磨きが加えら れる。

胴下半部から脚台部にかけて1/3程遺存す る� O 

6は台付要の脚台部で、器形は「ハ」字状を呈する。脚台部との接合はソケット式である。内外

面ハケ目調整が施され、脚台部を� 1/3程遺存する。� 

22-25は口縁部、� 26-32は胴部、� 33-36は胴部下半から脚台部の破片である� C 

22は1段の輪積み痕を残 し、口唇部外面はハケ状工具により刻みが加え られる。内外面横ナデさ

れる。� 23は内外面ハケ目調整が施 され、口唇部外面の刻みもハケ状工具によるも のであ る。� 24は口

唇上に刺突状の刻みが加え られ、内面は横ナデ、外面にはハケ目痕が残る。� 25の内面は横ナデ後、

へラ磨き、外面は横ナデが施される。� 26の内面は目の組いハケ目調整、外面はへラ磨きが施される

が、目の細かいハケ目痕が残る。� 27-32は外面ハケ目調整、内面は� 27がヘラナデ、� 28-31がハケ目

調整、� 32はヘラ磨きが施される。� 29・30は同一個体である。� 

33-35は外面ハケ目調整、� 33・34の胴下半部内面はへラナデ、� 34・35の脚台部内面はヘラナデが

施される。� 36の裾端部は平坦である が、粘土が内側 にややめ くれてい る。内外面横ナデされる。� 

41号土坑出土遺物(第� 32図)

碧玉製管玉である。 色調は暗緑色を呈し、

表面はでいねいに磨かれてお� 1 、光沢をもっ。� 

ー� 3
2 

1は長さ 13mm、直径 5mm、穿孔径1.5mm、

@ 。 。坑底上24cmからの出土、重量は� 650mg。� 

2は長さ� 20mm、直径� 4mm、穿孔径1.� 5mm、

坑底面からの出土、重量は� 700mgo 
O 

3は長さ� 13mm、直径� 4mm、穿孔径1.5mm、 第32図� 41号土坑出土遺物� (4/5)

坑底上� 6cmからの出土。 重量は� 350mg。� 

第� 4節 平安時代の遺構と遺物� 

1号住居跡� (第33図)

〔位置J(D-2) G 。

〔住居構造〕南側の大部分が調査区外に あり、さらに撹乱を受けているため詳細不明である� o (壁

高)30cm前後を測る。(壁溝)西壁で確認できたが、壁から� 5cm程内側に掘り込まれている。上幅� 

25cm・下幅15cm、深さ� 15cm前後を測る� o (床面)硬化部分がみら れる が、大部分は撹乱されている。

北東コーナー付近は貼床が施されてい る。� (カマド)北壁のほぼ中央に位置する。天井部・袖部は

灰褐色粘土で構築されて いるが、大部分は撹乱 されてい る。 (柱穴)北西コーナーにある深さ� 59cm

のものが主柱穴の� 1本と考 えられる。他のピ ットは後世のも のである。 (覆土)ローム粒子・焼土

粒子 を多く含む黒褐色土を基調とする� O

〔遺物〕カマド・覆土中から土器片が僅かに出土したが、実測でき るものはなかった。
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第33図� 1号住居跡� 0/60)

〔時期〕国分式期。

〔所見〕遺物の出土量が極めて少なかったため、調査当初は住居形態や規模から古墳時代後期(鬼

高式期)の所産のも のと考えた。 しかし、 その後カマド部分か ら若干ま とまって長饗(国分式)の

破片が出土し たので、 本時期に比定した。� 

2号住居跡(第� 34図)

〔位置J ( D ~ l) Go 

〔住居構造J3号住居跡を切る。壁の掘り込みは浅 く、さらに大部分が撹乱を受けているため詳細

不明である。 (壁溝)東壁にのみ確認できた。上幅� 18cm・下幅lOcm前後・深さ� 7 ~lOcm を測る。(床

面)カマド前面及び住居中央付近に硬化部分がみられる。(カ マド)東壁中央よりやや南へ偏っ て

O位置する� 方位はN ~87' ~E。確認できる範囲では天井部・袖部は灰褐色粘土で構築される 。 (柱

穴)確認できなかった。(覆土)ローム粒子 ・焼土粒子を含む黒褐色土を基調とする。

〔遺物〕覆土中から土器片が僅かに出土したが、実測できるも のはなかった。

〔時期〕国分式期

〔所見J3号住居跡のカ マド上に貼床を施し ていることから 、新旧関係は� 3号住居跡→� 2号住居跡

と考え られる。
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第34図 2・3号住居跡(1 /60)

3号住居跡(第34図)

〔位置) (D-l) G 。 

〔住居構造) 2号住居跡に切ら れる O 南側の大部分は調査区外にあり 、さらに撹乱を受けているた

め詳細不明である。(壁海)北・東壁の一部に確認できた。上幅 15cm・下幅 8cm前後・深さ 4-10 

cmを測る。(床面) カマド前面に硬化部分がみられる o (カマド)焼土・粘土塊が残存するのみで

ある。

〔遺物〕カ マ ド・覆土中 から土器片が僅かに出土したが、 実測でき るものはなかった。

〔時期〕国分式期。

〔所見〕カマド上に 2号住居跡の貼床が施されていたこ とから 、新目関係は 3号住居跡→ 2号住居

跡と考えられる O

第 5節ま とめ  

1号方形周溝墓について

今回の調査により 、市内では初めて方形周溝墓の存在が明らかになった。しかし、調査区の関係

上、その全容は不明で、 周i 溝蒜のみの検出で溝蕃の北.西i

待するところ が大きしいミ、。

本遺構で特に、注目すべ きことは、
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①周溝が  2重の重複形態をもっO

②議内土坑をもっ。

の 2点である。 

①については、 当初、西溝だけではなく 、北溝においても周溝 (内海)外側にl段浅いテラスが

存在することから、 同一周溝における構造上の特徴としで捉えていた。 しかし、B-B'聞の土層の

堆積状態から、 2~6 層 と 7 ~12層 とは同一遺構の覆土では な いことが判明し た。 つまり、 2 ~ 6

層を覆土にもつ内溝と 7 ~12層 を覆土にもつ外溝が 2 重に重な り合い、 本遺構のプランを形成 し て

いるのである O 新旧関係は、前者が後者を切っている ことか ら、内溝→外溝と理解するこのができ

る。

外j幕が内海を切って構築さ れる時期は、単純に土層堆積状態から、 内溝の覆土 9層の存在に よ

って、内海が完全に埋没しでか ら構築 されたも のと観察 されるが、方形周溝墓の構造を考えた場合

周溝内側のマウンド部を考慮する必要があろう O 周溝の土層は、周溝内側上層 から外側下層方向に

堆積しており、これは周溝内側マウ ンド部の土層の埋没による流れ込みの方向を示している ものと

考えられる。このことから、基本的に内溝の覆土 9層上層に もマウン ド部の土層が堆積 しており、
住 l

外溝が構築される時期にもまだ、マウン ド部は小高く 、周溝は窪みと して残っていたのではないだ

ろうか。

また、周溝の重複形態については、墓群の形成過程に むける溝の重複及び共用を考 える必要があ

る。これは、伊勢湾周辺の墓制を分析した伊藤禎樹氏が、方形周溝墓を「方形周溝墓群」 として捉

え、単に方形周溝墓を個々の遺構だけで終らせず、群構成として考え る必要があることを主張した

ものである。しかし、本遺構の場合、まだ群構成と して考える段階ではないが、内溝 と外溝が北 ・

西溝でほぼ同一方向に重なる点、群構成の中で計画的に造られていく過程で、i蓄が重複 したと理解
註 2

するより、方形周溝墓単体のレベルでの埋葬行為に深く関係しているものと理解し たい。 
主3

②については 可能性として 5 基の土坑 ( 39~43号土坑)をあげるこ と ができ る O こ こ で、内海 ・、
2

外溝・土坑の関係を整理してみ ると、

1.内溝と外溝の新旧関係は、内溝→外溝。 

2. 41・43号土坑は、外溝でみた場合、坑底面からの検出であるが、内溝でみた場合は覆土中か

らの検出である O 士坑と内溝はあ る程度の時間差がある O 

3. 周溝内の土坑の位置は、内溝で、みた場合、外壁に接 し、海底中央からはずれている。外海で

みた場合は42号土坑を除いて、 11ぽ坑底中央に位置するようである O 

4. 41・43号土坑上層に外溝の覆土が確認されたため、土坑は外溝埋没後に掘 り込ま れた もので

はない。ただし、外溝が完全に埋没する前に土坑が掘り込まれたのであれば、 土坑上層に外

溝の覆土の存在がありう る。

であり、 1・2から三者の新旧関係は、内溝→外溝、内溝→土坑となり、 3を考慮する と、可能性
註 4

として土坑は、外溝と密接な関係がありそうである。さらに、土坑が外海と関連するものであれば、 

4からおおまかに内海→外溝→土坑の新旧関係が成立す る。

以上、①では、外溝が構築された時期にはまだ内溝が完全に埋没し ていないこ とから、両者は偶
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予察として、これら 一連の遺構は、初源的には内海をもっ方形周溝墓の死者のために築かれたも

のであったが、その後、追葬行為的に外溝が掘 られ、海内埋葬が行われたのではないだろうか。今

後、東側部分の調査が可能であれば、以上の点を再認識し、調査の指針と して考えたい。

( 1 )周溝内側のマ ウンド部については、表土剥ぎの段階で、あるいは耕作に より削平さ れている

ものと考えられる。余談であるが、本遺構の中央付近は現在、墓地にな っており 、地主さん

の話による と、以前はその部分が今よりこんもりと小高く なっていたとい う 偶然であるか

もしれないが、 方形周溝墓の上に現在でもなお、墓 として機能を続けてい ることは興味ある

( 2 2 'No.6 3)神奈川県横浜市高速 号線建設に伴う 遺跡」の 号方形周溝墓か らは、 南東 ・南西 ・

北東の周溝に掘り返 しの痕がみられてお り、松本完氏は 「溝中埋葬の壷棺の類と並んで、方

形周溝墓が単に一回限り の死者の埋葬行為のために築かれたものではないこ との証左であろ

覆土中から検出されることは少ない。 神奈川県港区歳勝土遺跡の中で、溝内土撲 についての

考察がある この中で、 「周溝と掘り込みの関係について、溝内の土層の堆積状態から明らO

かにすることはで きなかったが、 土器の出土状態と掘り込みとの関係から、周溝内に土器が

2 「周埋没 した後に土壌が掘り込まれた」と し、 同時に周溝から検出 された 基の壷棺を含め、

溝が埋葬の場の一つに使われていたこと は明らかである。周溝のこのような機能からみて、

周溝内に掘り込まれた士壊についても、それが埋葬施設の一つであった可能性はかなり高い」

発的な関係になく、さら に②から、可能性として土坑と外溝とが関連し、 新旧関係が内海→外海→

土坑であると理解できる O

註 5

〔詰〕 

O

事実である。 

う」 として いる。 

あるためか、その多くは溝底で確認さ れで、一般に早期確認が困難)周溝内の土坑についでは、( 3 

としている。また、 「査棺墓は乳幼児の募制とみられるが、 土墳墓は成人のもの」と示唆 し

ている。埼玉県立博物館によ り調査された埼玉県児玉郡前組羽根倉遺跡では、 9基の土壌が

検出され、碧玉製勾玉、滑石製管玉、鉄鍛等が出土している。この報告中、 「溝内埋葬は二

次的、 あるいは副次的な埋葬としての意味を待つ施設であるため、そこにわずかなりとも、

中央主体部出土の遺物と年代差が認め られる ことはあり うる」 と論 じてい る O 

( 4 )埼玉県戸田市鍛冶谷 ・新田口遺跡の報告中、 群集す る中型の方形周溝墓には海中埋葬が多 く、

大型の方形周溝墓には溝中に埋葬される可能性が少な い傾向があり、 前者の被葬者には「そ

の構成員」 をあて、後者については「より首長的」な性絡で、あるとしている。 

( 5 )出土遺物と して、 41号土坑から 3点の管玉が出土 した こと に注目 される。 3点の管玉は 1点 

(第29図41号土坑の 1)を除いて、坑底より浮いた状態で検出されたが、いずれ も土坑の北

寄りに集中する。 埋葬施設 として付属するも のはないが、この 3点の管玉の出土位置は被葬

者を埋葬する際の頭の方向を示し ているもの と考えられる O 
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第3章 因子山遺跡第� 1地点の調査

第� 1節遺跡の概要�  

( 1 )立地と環境

因子山遺跡は、南東流する新河岸川を眠下に臨む右岸台地上にあり、標高約� 15m、低地との比高

差約10mを測る。遺跡の周辺は、市域でも古くから開けてきた地区であるため、大部分が宅地化さ

れており、ごく僅かに畑地を残すのみである。 しかし、住宅の多くは木造建築であり、地下への影

響がほとんどな いと考えられるため、今後、住宅の改築などの再開発に際しでは、充分に注意をは

らわな ければなら ない地区である。� 

(2)発掘調査の経過

発掘調査は、昭和63年5月16日から開始 した。台地縁辺に直交するよう に� 3本のトレンチを設定

し、パックホーによ り表土を剥いで確認作業を行ったが、中央のトレ ンチに住居跡状の落ち込みが

発見 されたため、その部分を拡張 して表土を剥いだ。

遺構の調査は翌� 17日か ら行ったが、出土する遺物から弥生時代後期の住居跡であることが判明し

た。� 18日には写真撮影、 実測を終了、� 20日にはパックホーにより埋め戻しを行い、調査を完了 した。

第35図周辺の地形と調査地点� (1 /5000) 
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第� 2節 弥生時代の遺構と遺物� 

1号住居跡� (第37図)

〔住居構造� J (平面形)隅丸長方形。(規模)� 4. 1 x 3. 35m (長0 

0 
-軸方位)� N -70 W 0 (壁高) 15-35cmを測 り、急斜に立ち上がる。� 

(床面)全体に軟弱で、硬化部分はブロック状 に残るのみである� O

(炉跡)住居中央から西に偏っ て位置す る。� 90x60cmの楕円形を呈

する地床炉で、� 15cm前後の掘り込みを もっ。� (柱穴)各コーナ一部

A 

に配された� 4本が主柱穴である。北東コーナ一部の壁に近い� l本は� 恒面量量面画面・・・圃圃圃画面画自ー... 

後世のものであ る。(覆土)� 2層に分け られ、上層はローム粒子を 第36図遺構分布図(1� /300)

僅かに含み、炭化材・炭化物粒子を含む黒褐色士、 下層はローム粒子 ・炭化物粒子・焼土粒子を多

く含む暗茶褐色土で、自然堆積状態を呈する。

〔遺物〕床面上・ 覆土中から 出土したが、すべて破片で非常に少な い。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

1号住居跡出土遺物(第38図)

1は鉢形土器か。口頭部破片と思われ、頭部は 「く」 字状に内屈する。口縁部には単節RLの斜

縄文が施される。外面頭部以下及び内面は赤彩される。� 

@ 

1m 

第37図)� 1号住居跡(1/60) 
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第38図 l号住居跡出土遺物(1/3) 

2-6は整形土器。 2・ 3は口縁部破片で、口唇部の刻みは 2が先端が鋭いへラ状工具、 3は木

口部分の押捺による o 4-6は胴部破片。 2-6はいずれもハケ目痕 を残す。



52 

第4章西原大塚遺跡跡第� 9地点の調査

第� 1節遺跡、の概要� 

(1)立地と環境


第 2章 西原大塚遺跡第 8地点� ( 5ページ) を参照。
 

( 2 )発掘調査の経過


発掘調査は、昭和63年8月18日から開始 した� O パックホーを使用


し、 表土を剥ぎながら遺構確認作業を行った結果、調査区南隅に方

形の落ち込みを確認した。� 20日からは遺構の精査を開始、弥生時代

末葉から古墳時代初頭にかけての住居跡であるこ とが判明した� c 

8月26日には遺構の写真撮影・実測を終了、� 9月10日には埋め戻し o 5m 

を完了、調査を終了した。� 第39図遺構分布図(1 /300)

第� 2節 弥生時代の遺構と遺物� 

24号住居跡(第40図)

〔住居構造〕住居南半部分は調査区外にある。(平面形)隅丸長方形か。� (規模)不明。 (壁高)

比較的に遺存の良い所で、� 28cmを測る。(床面)壁際を除いてよ く踏み固め られている� o (炉)住居

中央付近に地床炉が2ヵ所確認された。北西壁寄りの炉は� 66X60cmの楕円形で、焼土は厚さ� 5cm程

堆積 している。東側のものはやや規模が小さく、� 44X42cmの円形で、 焼土の厚さは� 3cm程である� O 

(柱穴)主柱穴� 4本であると思われるが、そのうちの� 3本が検出 された。� (覆土)上層は黒色士、

下層はローム粒子を多く含む暗茶褐色土。

〔遺物〕床面上・覆土中から土器片が僅かに出土 した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

24号住居跡出土遺物(第41・42図)

査形土器(1・� 3-5) 

lは小型の短頭壷か。胴部は球状を呈し、中位に最大径を測る。内面はへラナデ、 外面はへラ磨

きが施されるが、顕著にハケ目痕を残す。北西壁寄りの床面上の出土で、遺存度は� 3/4程。� 

3は口縁部破片で、口唇上には浅い回線が巡り 、内外面ハケ目調整が施さ れる� 赤彩は内外面とO

もに施されるが、器面は大部分剥落している。� 

4は高坪形土器のi干・脚部との接合部と思われたが、脚台部の聞き方が大きくなり すぎるため、

査形土器の頭部付近と考えら れる。 頭部には断面三角形の凸帯がまわり、内外面ヘラ磨き後、赤彩

される。
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5は底部。内面はヘ ラナデ、外面はハケ目調整が施 され、底面には木葉痕を残す。

高I手形土器� ( 2 ) 

脚台部で、直線的な 「ハ」字状を呈し、 途中� 3孔がうがたれる。内外面ともにハケ目調整が施され

る。北コ ーナーの柱穴付近床面上の出土で、脚台部の� 4/5を遺存する� O

護形土器� ( 6 -11) 

6は口縁部小破片で、 口唇部外面には押捺が加え られる。内外面横ナデ。� 

7は頭部から胴部上半にかけての破片で、 内外面ハケ 目調整が施される。ハケ目の方向は内面が

横方向、 外面は頭部付近が縦方向、 以下斜方向。� 

8 -10は胴部下半、� 11は脚台部との接合部であ る。� 

8は内面ヘラナデ、外面は縦方向のハケ目調整が

施 される� O

9は内外面ハケ 目調整。 ハケ目は内面が横方向、

外面は縦方向の後、細長く斜方向に施される� O 

10は外面に粗いハケ目調整が施される� O 第41図� 24号住居跡出土遺物� 1 (1/4) 

11は脚台部の欠損によ り接合面が観察できる。内面はヘラナデされる が、ハケ目痕が僅かに残る� O

外面は縦方向にハケ目調整が施さ れる。� 

10m. 2 

5cm 

第42図� 24号住居跡出土遺物 2 (1/3) 
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第� 5章 西原大塚遺跡第10地点の調査

第� 1節� 遺跡の概要

(1)立地と環境


第� 2章 西原大塚遺跡第� 8地点(5ページ) を参照。
 

(2 )発掘調査の経過

発掘調査は、昭和63年 8月27日か ら開始した。本地点は北側に

低地を見下す台地の傾斜部分にあたる。調査区北側は道路に面し

ており、調査区内の北半部の地下には既設倉庫が存在す る。 また、

通用口が狭いために重機の導入は不可能であるので、調査区南半 11む� 
部分を中心に人力で表土剥ぎを行った。同時に遺構確認作業を行

った結果、深さ20cm程でト住居跡の床面と思われる硬化面が検出さ

れた。そのため、� 29日からは遺構の精査を開始、弥生時代末葉か

@ 
戸、 @.τ

み
に 
@ 

ら古墳時代初頭にかけての住居跡であ ることが判明し た。 さらに、 第43図 遺構分布図(1/300)

下層には縄文時代中期の遺物包含層が比較的良好に遺存し ており、士坑も� 4基確認された。� 

9月13日には精査 ・写真撮影 ・実測を終了し、10月4日には入力により埋め戻しを完了、調査を終

了した。� 

第 2節 縄文時代の遺構と遺物

(1)土坑
 

44号土坑(第44図)


〔構造〕両端のピットは後世のも のであ る。 (平面形)長楕円形か。 (規模)不明� x50cmo (深さ)

10-15cm。� (長軸方位) E-W。坑底は平坦で、あるが、東から西にかけて傾斜を もっ。北壁は35度、

南壁は60度前後で立ち上がる。 (覆土)黒色土の単一土層である。

〔遺物〕覆土中か ら僅かに出土し た。すべて破片である。

〔時期〕中期後半。� 

44号土坑出土遺物(第45図� 1~ 8) 

1は平行沈線聞に二列の刺突文列ヵヲ包 される。� 2は沈線と刺突文か らなる土器。刺突は竹管状施� 

文具の外側を器面に向け、斜めに行っ ている。 3は断面三角形の隆帯を蛇行 させて貼付する。胎土

中には、雲母を僅かに含む。4は剥離し ているが、隆帯が垂下した土器。僅かに単節の縄文がみら� 

れる。 5は条線の施された土器。6は無文の土器で口唇端部には刻みがつけられる。胎土中には、� 

雲母が多量に含まれる。 7 ・8は縄文の施された土器。� 7はRL、8はLRの単節縄文で、� 8には� 
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沈線がみられる。� 

45号土坑(第44図)

応
ぶ
ぶポ 

〔構造)46号土坑を切る。北コ ーナ一部は破壊されてい る。(平面形)隅丸長方形。(規模)� 195 

x 175cmo (深さ)� 50cmo (長軸方位)� N -460 -E。坑底は平山で、壁は急斜に立ち上がる。(覆

土)上層は暗褐色土、下層は黒褐色土を基調とする。

〔遺物〕すべて土器片であるが、覆土中から比較的多く出土した。

〔時期〕中期後半。� 

45号土坑出土遺物(第 45図 9~33) 

9は口唇部下に� 2条の結節沈線が巡る� 胎土中 には僅かに雲母を含む。� 10は垂下する隆帯、曲線O

的な隆帯と沈線による文様がみられる。� 11は隆帯による惰円形区画文に沿って角押文的な連続刺突

文カザ包文される。� 12は上半は肥厚する無文帯となり 、下半は垂下する隆帯と沈線により器面が飾ら

れる。� 13は刻みが加えられた隆帯が巡り 、それに沿って平行沈線が施される。� 14は2列の刺突文が

加えられた隆帯が巡り、以下は単節� RLの斜縄文となる。� 15は隆帯が巡り、以下撚糸文が施 されて� 

¥ 
/ 

i
l
m
m ww 

12E3-1
 
!..Lb l"tM 闘訓�  

は「

-
H

l
l
T 岡崎。 lod 

'"咽 防%&'~務 

Z顎F12rZ212らミ、網越
J

3層暗品品土(ローム粒子を含む 47号土坑� 
4層 黒掲色土(ローム粒子・ローム

45号土坑� 
小ブロックを含む)

第44図 土坑�  (1/60) 

筑 

↑

1" 



57 

第45図土坑出土遺物(1/3)

いるようだ。 16は沈線が巡り 、連続爪形文が施される υ17は隆帯を挟んで単節の斜縄文が条方向を

変えで施文される。 18は 2本 1組の隆帯が垂下し、 Lの撚糸文が施される。 19は隆帯と単節斜縄文

からなる土器。 20は隆帯が垂下し、斜佐の平行する沈線が施される。 21は口唇部下に無文部をもっ。

隆帯の上下には、棒状施文具による刺突文が施され、胴部はおそらく沈線による 「η」字状の区画

内に単節斜縄文が施される。 22・23は口唇部下に沈線が巡り 、以下 22は単節 LRの斜縄文が、 23は

条線が施される。 24・25は撚糸文が施された土器で、 24はL、25はRである。 26・27は沈線による

懸垂文がみられ、 26はRLRの複節斜縄文、 27はLRの単節斜縄文が施される。 28は rnJ 字状の

区画内が単節の斜縄文と なる。 29・30は単節斜縄文、 31・32は条線が施された土器。 33は底部付近



58 

の破片。平行する隆帯によ る懸垂文と垂下する沈線がみられる。 

46号土坑(第44図)

〔構造J45号土坑に切られる。北半は破壊されている。(平面形)円形か。(規模)不明。(深さ) 

1m前後を測る。 (長軸方位)不明。 坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 (覆土)上層は

ローム粒子 ・炭化物粒子 ・焼土粒子を含む暗茶褐色士、 下層はローム粒子を含む暗褐色土を基調と

する。

〔遺物〕覆土中から僅かに出土し た。すべて土器片である。

〔時期〕中期後半。 

46号土坑出土遺物 (第45図34-40) 

34・35は口唇部下に回線が巡 り、 34はLR、35はRLの単節縄文が施される。 36は 2条の隆帯が

巡り、以下は撚糸文が施されてい るようである。 37は曲線的な隆帯が貼付さ れ、 RLの単節斜縄文

が施される。 38は 2本の沈線の懸垂文聞に Rの無節斜縄文が施される。 39はRLの単節斜縄文が施

される。 40は土錘で、両端に刻みがつけられている。重量は 23.9g 

47号土坑(第44図)

〔構造〕壁際のピットは後世のものである。 (平面形)隅丸長方形。 (規模) 120 x 110 cmo (深

さ) 30cm前後を測る。 (長軸方位) N-710 - E  。坑底は平坦で、 壁は 60度前後で立ち上がる。(覆

土)ローム粒子 ・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む暗茶褐色土の単一土層である。

ある。で、〔遺物〕覆土中から僅かに出土した。すべて土器片

〔時期〕勝坂式期か。 

47号土坑出土遺物 (第45図41・42) 

41は隆帯下に、縦割りの竹管の先端を外側から内側に斜めに切った施文具を押 し引き したと思わ

れる「工」字状の連続刺突文が 2条巡る。 42は縦長の区画内に RLの単節斜縄文が施され、区画に

沿って爪形文が連続しで押捺される。 

( 2 )包含層出土の遺物

調査地点は斜面にあたっていたが、比較的良好に縄文時代の遺物包含層が遺存していた。出土し

た遺物は大部分が土器片で、縄文時代中期のものであった(第 46・47図)。 

l類前期前葉の土器  (第46図1)

貝殻背圧痕文が施された土器。胎土中には繊維が含まれる。 

2類中期前葉の土器  (第46図 2・3) 

2は平行沈線により区画され、斜格子目状の平行集合沈線文で哩めら れる。 3は結節縄文が施さ

れる。 

3類中期中葉の土器(第46図 4 ~26) 

4 ~ 8 ・ 10~12 ・ 14~16は阿玉台式系の土器。大部分の土器の胎土中 には雲母片が含ま れる。
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4・5は断面三角形の隆帯の両側 にヘラ状施文具の押し引き による連続刺突文が施される。 5に

は波状の平行沈線文がみられる。 

6は断面半円形の隆帯が垂下 し、その両側には連続爪形文が加えられ、波状沈線文などが横位に

施 される。 

7 .11は断面三角形の隆帯と波状沈線文から なる土器。 7には隆帯に沿って結節沈線文が施され

ている。 

8・12は 2条の連続刺突文列で文機が描かれ る。 

10はキャ タピラ文と波4犬沈線文が施された土器。 

14は 「く」字状に屈曲す る土器。半裁竹管の押し引きによ る平行有節線文により区画文が形成さ

れる。 

15は波状口縁の土器で、波T頁部の左側、口唇端部には押捺が加えられるO 

16はヒダ状に指頭圧痕が残 される。 

17は勝坂式成立前後の土器。口唇部を上下から交互押捺す ることにより 波状に作り出し、その上

下には連続爪形文が巡る。それ以下は斜位の角押文列となる O 

9 ・ 13 ・ 18~26は勝坂式系の土器。 

9 ・13はペン先状竹管文 を鋸歯状に連続刺突するO 

18・19は縦位区圃の文様帯が形成された土器。 18は連続爪形文 を付加した隆帯 と半裁竹管による

隆帯化した平行沈線を縦位に施 し、科住の集合沈線が充填 される。19は平行沈線で縦位区画 し、そ

れに沿ってヘラ状施文具の刺突文列と連結 した半裁竹管の押捺が加 えられるO 

20は楕円形の区画内に波状文が充填 される が、これは半裁竹管の外側を器面に向け交互押捺 した

結果による ものである O 

21は強く内湾する土器。ヘラ状施文具によ る刺突で加飾された隆帯が貼付され、拓影図では不鮮

明だが、隆帯聞には半裁竹管やへラ状施文具の刺突が加えられている。 

22は刻みがつけられた隆帯と無加飾の隆帯が平行に垂下し、平行沈線と連続刺突文が交互に多段

に施される O 

23・25は隆帯に沿って連続爪形文が施される。 

24は刻みが付加さ れた隆帯が貼付さ れ、幅広のキ ャタピラ文カヲ包される。 キャタピラ文聞には三

叉文、 ペン先状竹管文を鋸歯状に連続刺突した枠状文がみられる。 

26は刻みが加え られた隆帯を貼付して区画し、 その中に沈線による文様が描かれる。 

4 類 中期後葉の土器 (第46図27~ 35、第47図36 ~ 64) 

27~33は加曽利 E 1式系の土器である。 

27・28はキャリバー形土器の口縁部破片。 27は頭部に無文帯をもち、口禄部文様帯は単節  LRの

斜縄文を地文とし、連結渦巻文が施さ れる。 28はRの撚糸文を地文とし、 隆帯が貼付される。 

29は渦巻文 と区画文がみら れ、区画内には縦位の沈線文列が充填されるO 

30は 2本の隆帯により頭部 と胴部を区画する。 頭部は無文帯と なり、胴部は Rの撚糸文を地文と

し平行する隆帯が垂下する。



脅禁?川
 
IUjUFM 

題字勺
 28 



第 47図 包含層出土遺物 2 (1 /3) 
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31はLの撚糸文を地文と し、蛇行 ・直行する隆帯が垂下する。 

32は頭部直下の破片 と思われる。隆帯と 2条の沈線に より胴部と区画する。胴部は Lの撚糸文を

地文とし、沈線を弧状に施す。 

33はLの撚糸文が施 される。 

34~37は加曽利 EII 式系のキャ リバー形を呈する と 思われる土器。 

34は渦巻文と楕円形の区画文により口縁部文様帯が形成 され、区画内には不明瞭であるが縄文が

施されるよ うだ。胴部には 3条の沈線が垂下す る。 

35は小波状を呈する口縁部破片。波 I頁部には渦巻文がつけら れ、隆帯が垂下する。渦巻文からは

隆帯が弧状に貼付され、おそらく半楕円形の区画が形成 されよう 。胴部の地文は単節 RLの縄の縦

位回転施文。 

36・37は胴部破片。 36はLRの単節斜縄文を地文とし、沈線を垂下させその聞を磨消す。 37はお

そら く複節 LRLの縄 を縦位回転させて地文と し、平行沈線を垂下する。 

38~41は口縁部に刺突文が巡らされた土器。 40 ・ 41 は刺突文下に凹線が巡り、単節斜縄文が施さ

れる。 

42~45 ・ 48は連弧文系の土器。 いずれも地文は条線。 

46・47・49・50は条線が施された土器。 49は条線が蛇行する。 

51 ~53は曽利式系の土器。 いずれも重弧文が施されるものと思われる 。 51 ・ 52は口縁部内面に隆

帯が貼付され、 斜位の沈線文列が巡る。 52は重弧文上に蛇行する隆帯が垂下する。 

54は有孔鍔付土器。 

55~57は浅鉢形土器。 隆帯の貼付に よ り文様が描かれ る。 

58~64は加曽利 E 阻 ・ N式系の土器であ る 。 

58~62は沈線によ っ て文様が施された土器。 58 ・ 59は単節斜縄文を地文とす る が、縄文は口縁部

と胴部は方向を変 えて施文し羽状となる 。 沈線は おそら く rn J 字状になろう 。 60~ 62は磨消縄文

の土器。 60・61は単節 RL、62は無節 Rの斜縄文が施されている。 

63・64は微隆起線で文様が描かれる土器。 いずれも単節の斜縄文が施される が、 63は方向を変え

て施文される。 

5類 土製品(第47図65)

胎土中に雲母片を含む無文の土器片を利用し た土錘。 周縁はていねいに成形され、両端に刻みが

つけられている。重量は 13.4g 0 

第 3節弥生時代の遺構と遺物  

25号住居跡(第 48図)

〔住居構造〕表土剥ぎの段階で、床の硬化面が確認された。 しかし、 本遺構の掘り込みは縄文時代

の包含層中に あり、 さら に大部分が調査区外に ある と考えられるため、詳細は不明である。(壁高) 

12cm程で、ある。(柱穴)北東コーナー付近に l本確認さ れたが、後世のものである。 (覆土)黒褐
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色土を基調とす るO

〔遺物〕床面上 ・覆土中か ら土器片が僅

かに出土し た。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

25号住居跡出土遺物(第49図)

壷形土器(1~ 3) 
一一ι 一一一一 一ー一一 一---'"三一

lは複合口縁を呈する口縁部破片で、

複合部には無節L、口唇上には無節Rの

斜縄文が施される。内面及び外面頭部は
ぬぶぶぶぬぶぶミミ� 

1層表土� 
ヘラ磨き後、赤彩される。

2層黒 褐色土
副
1m 

2・3は肩部付近の破片で、 2は2条
第48図� 25号住居跡� 0/60) 

の� iSJ 字状結節文下にRLの単節斜縄

文がみられる。� 3は無節Lの斜縄文を施 した後、下方に小波状のへラ描沈線文を描いて いる。

護形土器(4) 


頭部付近の小破片で、内外面


ともにハケ目調整が満される。

高月形土器(5・6) 

5・6ともに脚台部の破片で、� 

5は途中� 1孔がうがたれており 、

外面赤彩される。� 6は孔が横に� 

2コず、つの3ヵ所うがたれている。
6 

外面はよく磨かれてい るが、� f董
」ーーーーー~m

かにハケ目痕を残す。� 第49図� 25号住居跡出土遺物� 0/3) 
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第6章 中野遺跡第� 9地点の調査

第� 1節遺跡の概要�  

( 1 )立地と環境

志木市の南半部にひろがる台地は、標高20-9 m前後を測り、 ゆるやかに北側に向かつて標高は

下がっている� この台地はかつて、 古多摩川が形成した扇状地であり、一般に武蔵野台地として知O

られている。志木市の遺跡は、主にこの台地上に集中し て分布して おり、 中里子遺跡もその中の lつ

である。

中野遺跡は、柳瀬川の形成 した沖積地に向かつ て細長 く開析された� 2本の小支谷によ って狭まれ

た舌状台地上に位置する。遺跡の標高は� 9-11mで、低地との比高差は約� 3mを測る。遺跡の現況

は宅地化が急速に進んでき ており 、畑地は減少 しつつある。

本遺跡では過去の発掘調査により、弥生時代後期 ・古墳時代後期 ・平安時代の住居跡が検出され

ている(佐々木・尾形� 1985・1989)。� 

(2)発掘調査の経過

発掘調査は、 昭和� 63年10月15日から開始した。調査区に合わせ、ほぼ南北に� 2m幅のト レン チを

ノン;桝鰍劇後続総会ミ� jJT 
k ¥  tミ� 

v CJ 

第50図 周辺の地形と調査地点� (1/5000) 
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2本設定し、 パックホーを使用 し、表土を剥ぎながら遺構確認作業を行った結果、 調査区東隅に住

居跡 と思われる落ち込み を確認した。そのため、� 17日か らは遺構の精査 を開始、弥生時代末葉から

古墳後代初頭にかけての住居跡であることが判明 した。� 

10月19日には遺構の写真撮影 ・実測を行い、� 21日には埋め戻 し完了、調査を終了した。

第� 2節 弥生時代の遺構と遺物� 

3号住居跡(第52図)

〔住居構造〕 住居東半部分は調査区外にある。� (平面形)隅丸長方

形か。� (規模)不明� x5. 60m 0 (壁高) 20cm前後を測り 、壁の立ち
_ 0 
~ 11 

上がり はさ ほど急ではない。(床面)全面軟弱で、 硬化部分は確認 、� v

できなかった。� (炉) 38x24cmの惰円形の地床炉で、掘り込みはほ 、③、h ⑨

とんどない。� (柱穴)深さ� 24cm. 26cmの西側の� 2本が検出された。

主柱穴は� 4本で構成 され、それぞれ各コーナ一部に配されると思わ

れるが、東側の� 2本は調査区外にあろうか。なお、南壁寄り にある

ピット は入口施設に伴 うものと考えられる。(覆土) 2層に分けら� 

れ、上層は黒色土、 ド層はロ ーム粒子を多く含む暗茶褐色土で、自 」ー~

然堆積状態を呈する。 第51図遺構分布図(1/300) 

@ 

@ 

~. 

.. AlQ..O 

11 

2m 

第52図� 3号住居跡(1� /60) 
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〔遺物〕床面上 ・覆土中から土器片が僅かに出土した。

〔時期〕弥生時代末葉~古墳時代初頭。� 

3号住居跡出土遺物(第53・54図)

童形土器� (2 ~ 4) 

2は複合口縁を呈する口縁部破片で、複合部外面には� 4本の棒状浮文が付さ れる。内外面 ともに

ヘラ磨きが施 されるが、 複合部直下の頭部外面には僅かにハケ目痕が残る。 全面赤彩 される。� 

3は直線的に大きく 聞 く口縁部破片で、口唇上には� RLの単節斜縄文が施 され る。内外面とも に

でいねいにへラ磨きが施される が、ハケ目痕を残す。 口唇部を除き、 赤彩 される。� 

4は胴部上半から 中位にかけての破片で、胴部上半には� LR.RLの

単節斜縄文が� 4段羽状に施 され、下端に� 2条の� rSJ 字状結節文がま わ

る。また、最上段の� LRの単節斜縄文上には� 3個の円形赤彩文が付され

る。内面はへラナデ、外面はハケ目調整後、て いねいに縦方向のへラ磨
!O' 

きが施され、赤彩される。

費形土器(1・� 5 ~ 7) 
第53図� 3号住居跡出土遺物� l 

1は台付婆の脚台部で、 (1/4) 

「ハ」字状を呈する。内

面はへラナデ、外面は磨

耗しているが、ハケ目痕 y 
がみられる。遺存度は� 2/3

程である。� 

5・6は胴部下半と思

われる。� 6は台付費で、

脚台部との境付近であろ

う。いずれも外面にはハ

ケ目調整が施され、内面

はへラナデされる。� 

7は口縁部から胴部上

半にかけての破片。 内面

は口縁部付近横方向のハ

ケ目調整、以下へラナデ

される。外面は口縁部付

近横ナデ、以下斜方向の

ハケ目調整が施さ れる。� 

10cm 

第54図� 3号住居跡出土遺物� 2 (1/3) 
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